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基本目標 2基本目標 3

芸
術
教
育
の
普
及

【
予
算
】
3
1
6
万
円

図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
P
R
強
化

と
図
書
館
利
用
の
促
進
、
生
涯
学
習
活
動

の
推
進

【
予
算
】
7
2
7
万
3
千
円

　
令
和
2
年
度
は
特
に
台
風
第
19
号
災
害
の
復
旧
事
業
を
最
優
先
事
業
に
位
置
づ

け
る
と
と
も
に
、
第
2
次
総
合
計
画
基
本
構
想
に
掲
げ
る
6
つ
の
基
本
目
標
の
達

成
に
向
け
、
次
の
事
務
・
事
業
を
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
度
は
必
要
最
小
限
度
の
年
間
経
費
を
計
上
し
た
「
骨
格
予
算
」
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
市
民
生
活
に
与
え
る
影
響
や
社
会
福
祉
の
観
点
か
ら
、
停

滞
の
許
さ
れ
な
い
公
共
事
業
、
そ
の
他
市
民
生
活
に
密
接
に
関
係
す
る
継
続
的
事

業
は
重
点
事
業
に
掲
げ
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

～
人
と
自
然
が
織
り
な
す  

し
あ
わ
せ
交
流
都
市  

と
う
み
～

令
和
２
年
度
東
御
市
重
点
事
業

台
風
第
19
号
災
害
に
よ
る
復
旧
事
業

安
全
、安
心
の
社
会
基
盤
が
支
え
る
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

子
供
も
大
人
も
輝
き
、人
と
文
化
を
育
む
ま
ち

防
災
意
識
を
高
め
る
土
砂
災
害
洪
水
（
河

川
・
た
め
池
）
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
公
表

【
予
算
】
5
7
0
万
円

空
家
等
対
策
計
画
に
基
づ
く
空
家
の
管
理
、

発
生
抑
制
お
よ
び
利
活
用
の
取
り
組
み

【
予
算
】
48
万
1
千
円

県
東
深
井
線
の
建
設
促
進
、
常
田
新
張
線

の
歩
道
設
置
促
進
、
道
路
ス
ト
ッ
ク
総
点

検
に
基
づ
く
舗
装
・
橋
梁
・
道
路
付
属
構

造
物
修
繕
事
業
の
促
進

【
予
算
】
1
億
9
4
6
4
万
5
千
円

デ
マ
ン
ド
交
通
の
新
規
利
用
者
の
確
保
と

利
用
率
向
上

【
予
算
】
6
2
3
0
万
円

石
綿
管
布
設
替
事
業
の
促
進

【
予
算
】
1
7
0
0
万
円

下
水
道
施
設
の
統
廃
合
事
業
の
促
進

【
予
算
】
6
2
0
0
万
円

愛
着
形
成
・
育
児
の
孤
立
化
・
虐
待
予
防

に
資
す
る
早
期
支
援
事
業
の
推
進

【
予
算
】
1
6
3
万
4
千
円

信
州
型
自
然
保
育
の
継
続
、
幼
稚
園
認
定

こ
ど
も
園
化
施
設
整
備
の
支
援

【
予
算
】
1
億
3
5
4
2
万
5
千
円

子
育
て
家
庭
へ
の
細
や
か
な
支
援
の
充
実

よ
り
豊
か
な
幼
児
教
育・保
育
の
実
践

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
の
推
進

ゆ
と
り
あ
る
住
環
境
づ
く
り
の
推
進

下
水
道
事
業
の
経
営
基
盤
の
充
実

公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上

水
道
水
の
安
定
供
給

安
全
・
快
適
な
道
路
環
境
の
整
備

人
づ
く
り
、地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る

生
涯
学
習
の
推
進

布
下
橋
、
潜
り
橋
、
切
久
保
橋
、
本
下
之

城
橋

【
予
算
】
14
億
円

（
参
考
）
平
成
31
年
度
事
業

農
地
災
害
復
旧
（
水
田
・
畑
／
計
2
5
9

箇
所
）、
農
業
施
設
災
害
復
旧
（
水
路
・

農
道
・
頭
首
工
・
た
め
池
／
計
98
箇
所
）、

道
路
緊
急
修
繕
（
道
路
43
件
、
水
路
7
件
、

河
川
7
件
）、
道
路
災
害
復
旧
（
島
川
原・

御
牧
原
線
、
試
験
地
裏
線
、
滋
野
60
号
線
、

白
鳥
神
社
線
）、橋
梁
災
害
復
旧
（
布
下
橋
、

橋
梁
災
害
復
旧（
用
地
補
償
・
工
事
）
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基本目標 1

基本目標 4
小
中
一
貫
（
型
）
教
育
の
充
実
、
小
中
学

生
の
学
力
・
体
力
・
道
徳
力
の
向
上
、
不

登
校
対
策
お
よ
び
特
別
支
援
教
育
の
充
実

【
予
算
】
1
億
1
9
0
8
万
5
千
円

文
化
振
興
計
画
の
策
定
、
児
童
に
対
す
る

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
※
1
の
設
立

支
援

【
予
算
】
6
1
7
万
円

第
2
次
東
御
市
総
合
計
画・
後
期
基
本
計
画
に
基
づ
く
事
業

豊
か
な
自
然
と
人
が
共
生
す
る
ま
ち

共
に
支
え
合
い
、み
ん
な
が
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

協
働
に
よ
る
環
境
保
全
活
動
、
不
法
投
棄

対
策
、
特
定
外
来
植
物
対
策
、
環
境
基

本
計
画
の
見
直
し

【
予
算
】
5
2
2
万
2
千
円

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
補
助
金
制
度
の
見
直
し
、

地
球
温
暖
化
対
策
施
策
の
推
進

【
予
算
】
5
2
9
万
3
千
円

母
子
健
康
包
括
支
援
体
制
の
充
実
（
相
談

強
化
）、
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
と
自
殺
対

策
計
画
の
推
進
、「
信
州
A
C
E
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
※
2
」
と一体
と
な
っ
た
健
康
づ
く
り
の

推
進

【
予
算
】
1
2
1
2
万
3
千
円

生
活
困
窮
者
や
引
き
こ
も
り
な
ど
の
相
談

業
務
の
強
化

【
予
算
】
1
3
8
8
万
2
千
円

支
え
合
い
台
帳
の
作
成
と
活
用
の
支
援

【
予
算
】
30
万
円

フ
レ
イ
ル
※
3
対
策
の
総
合
的
な
推
進
、
高

齢
者
福
祉
計
画
・
第
8
期
介
護
保
険
事
業

計
画
の
策
定

【
予
算
】
2
4
6
万
9
千
円

介
護
、
医
療
、
福
祉
の
専
門
職
や
関
係
機

関
の
連
携
強
化
、
地
域
の
支
え
合
い
体
制

づ
く
り
の
推
進

【
予
算
】
1
5
6
万
7
千
円

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
適
正
な

運
営

【
予
算
】
7
3
3
7
万
3
千
円

芸
術
文
化
活
動
の
推
進

豊
か
な
自
然
の
継
承
と
共
生
の
実
現

地
の
利
を
活
か
し
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
の
推
進

ご
み
の
適
正
処
理
と減量・資

源
化
の
推
進

豊
か
な
心
と
健
や
か
な
身
体
を
育
む

教
育
の
推
進

「
す
る
、み
る
、さ
さ
え
る
」

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

生
涯
を
通
じ
た
健
康
増
進
の
推
進

ひ
と
り
親・生
活
保
護・生
活
困
窮

世
帯
の
自
立
支
援
と
生
活
の
安
定

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
確
立

介
護
予
防（
フ
レ
イ
ル
対
策
）の
推
進

支
え
合
う
地
域
福
祉
づ
く
り
の
推
進

潜
り
橋
、
切
久
保
橋
、
本
下
之
城
橋
、
赤

岩
本
郷
4
号
線
、
海
野
宿
橋
）

【
予
算
】
28
億
6
9
8
0
万
5
千
円	

市報とうみ（2020年 4月）3



基本目標 5

基本目標 6●
問
い
合
わ
せ
先　
　
企
画
振
興
課　
企
画
政
策
係　
☎
64

－

５
８
９
３

地
域
の
魅
力
を
活
か
し
、活
力
と
に
ぎ
わ
い
を
生
む
ま
ち

ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
苗
木
の
安
定
供
給
と
品

質
向
上
の
取
り
組
み
、
御
堂
地
区
ワ
イ
ン

用
ぶ
ど
う
安
定
生
産
に
向
け
た
支
援
、
6

次
産
業
化
の
取
り
組
み
へ
の
支
援

【
予
算
】
1
5
1
3
万
8
千
円

農
地
中
間
管
理
事
業
等
に
よ
る
担
い
手
農

家
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
の
支
援

【
予
算
】
2
1
3
万
円

創
業
希
望
者
や
小
規
模
事
業
者
等
へ
の
経

営
相
談
支
援
（
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
）
の

実
施
、
就
職
面
接
会
や
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ロ
ン

等
を
通
じ
た
労
働
力
確
保
対
策
の
充
実

【
予
算
】
7
0
0
万
円

関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
、
ブ
ラ
ン
ド
力

向
上
の
た
め
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

強
化
、
定
住
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
移
住
体

験
ツ
ア
ー
の
実
施
、
地
域
づ
く
り
協
議
会

と
の
連
携
に
よ
る
空
き
家
バ
ン
ク
の
充
実

【
予
算
】
8
0
8
万
8
千
円

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
案
内
看
板
等
の
多
言
語

化
に
よ
る
観
光
地
情
報
の
発
信
、
湯
の
丸

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
に
係
る
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
機
能

の
強
化

【
予
算
】
7
1
9
万
1
千
円

宿
泊
事
業
者
と
民
泊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

と
の
情
報
交
流
会
の
実
施
、
観
光
二
次
交

通
の
安
定
運
営
に
向
け
た
仕
組
み
の
構
築
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
※
4
候
補
法
人
の
人
材
育
成
お
よ
び

活
動
支
援

【
予
算
】
1
9
6
8
万
1
千
円

商
工
業
の
支
援
と
育
成

観
光
拠
点
の
整
備
と
情
報
発
信
の
強
化

農
地
流
動
化
の
促
進
お
よ
び

耕
作
放
棄
地
の
再
生

東
御
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と特

産
品
の
振
興

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
移
住
者
の

誘
導
に
よ
る
定
住
の
促
進

地
域
資
源
を
活
用
し
た

体
験
型
、
滞
在
型
観
光
の
推
進

市
民
と
共
に
歩
む
参
画
と
協
働
の
ま
ち

地
域
づ
く
り
協
議
会
等
の
市
民
活
動
団
体

に
対
す
る
活
性
化
支
援

【
予
算
】
1
4
8
6
万
3
千
円

積
極
的
な
行
政
情
報
の
提
供

【
予
算
】
2
8
5
5
万
6
千
円

「
平
和
と
人
権
を
守
る
都
市
宣
言
」
に
基

づ
く
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
、
各
調
査

を
参
考
と
し
た
「
東
御
市
人
権
施
策
の
基

本
方
針
・
基
本
計
画
」
の
見
直
し

【
予
算
】
2
3
6
万
5
千
円

モ
ル
ド
バ
共
和
国
と
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
交

流【
予
算
】
49
万
8
千
円

広
報
活
動
の
充
実

人
権
尊
重
・
男
女
共
同
参
画
の
推
進

多
文
化
共
生
の
推
進

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と

担
い
手
の
育
成

※
1　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
…
幅
広
い
世
代
の
人
々
が
、
各
自
の
興
味
関
心
、
競
技
の
レ
ベ
ル
に
合

わ
せ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
地
域
密
着
型
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
。

※
2　

信
州
Ａ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
…A

ction(

体
を
動
か
す)

、C
heck(

健
診
を
受
け
る)

、Eat

（
健
康

に
食
べ
る)

を
表
し
、
世
界
で
一
番(A

C
E)

の
健
康
長
寿
を
目
指
す
取
り
組
み
。

※
3　

フ
レ
イ
ル
…
加
齢
と
と
も
に
心
身
の
活
力(

筋
力
や
認
知
機
能
等)

が
低
下
し
た
状
態
。

※
4　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
…
地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
を
引
き
出
す
と
と
も
に
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
醸
成
す
る
「
観
光
地

経
営
」
の
視
点
に
立
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り
を
実
施
す
る
法
人
。
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　マイナンバーカードを取得し、○○ペイなどの民間キャッシュレス決済サービスを選択して、マイナポイント
を申し込むと、一定額を前払い等をした方に対して「マイナポイント」が付与されます。

　マイナポイントが利用可能な決済サービスは、令和 2 年 2 月 19 日時点で 23 事業者が登録さ
れてい ます。※今後の国での審査・手続きにより、変更される場合があります。

　詳細は、総務省のマイナポイント事業公式ホームページ （https://mynumbercard.point.
soumu.go.jp/）をご覧ください。

　マイナポイントの予約は、公的認証対応のスマートフォンかパソコン※から可能です。
※パソコンから予約する場合は対応するカードリーダーが必要です。

　マイナンバーカードは申請後、発行までに３週間程度かかりますので、時間に余裕をもって申請してください。
申請手続きは、市民課窓口のほか、パソコン・スマートフォン・郵送・まちなかの証明写真機からも可能です。

※ 2 万円分の前払い等に対し 5,000 ポイント（5,000 円分）までを上限とする。

マイナンバーカードで
マイナポイント25％もらえます！　　

～令和 2 年 9月実施予定！～

３ マイナポイント利用可能な決済サービス

2 マイナポイントの予約方法

1 マイナンバーカードの申請・取得が必要です

マイナちゃん

マイナポイントの利用イメージ

「マイナポイント」を取得するためには

①マイナンバー
　カード【取得】

お持ちでない方は、早めに
申請を！

②マイナポイントの
【予約】

マイナポイントアプリを
ダウンロードして、指示に
従って操作するだけ

③利用先を選択し
て【マイナポイン
トを申し込む】
　（令和2年7月～）

マイナポイント申込ペー
ジにログインし、利用する
キャッシュレス決済サービ
スを選択し、申し込む

④チャージなどに
対してマイナポ
イントが【付与】

　（令和2年9月～）

キャッシュレス決済サービ
スにチャージをすること
で、マイナポイントがもら
える

⑤マイナポイント
分を【利用】して
買い物

　（令和2年9月～）

取得した、マイナポイント
はいつものお買い物で利
用可能

●マイナンバーカード・マイキー ID に関する問い合わせ先
　マイナンバーカードサポート窓口　市民課　市民係　☎ 75 －２００7
●マイナポイントに関する問い合わせ先　企画振興課　企画政策係　☎ 64 －5８９３

総務省ホームページ
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最
近
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

い
う
言
葉
を
よ
く
目
に
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
・
デ
ィ
ー
・

ジ
ー
ズ
）
は
、
２
０
１
５
年
９
月
の
国
連

サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
し
た
「
持
続
可
能
な
開

発
目
標
」の
こ
と
で
す
。
17
の
ゴ
ー
ル（
目

標
）
と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
（
具
体
的

な
目
標
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
目
標
に
基
づ
き
、
世
界
各
国
が
そ
の
力

を
結
集
し
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
〝
誰
一

人
と
し
て
取
り
残
さ
な
い
〟
社
会
の
実
現

を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、〝
誰
一
人
と
し
て
取
り

残
さ
な
い
〟
社
会
の
実
現
に
向
け
、
発
展

途
上
国
の
み
な
ら
ず
先
進
国
を
含
む
国
際

社
会
全
体
の
目
標
と
し
て
、
環
境
・
社
会
・

経
済
の
三
側
面
か
ら
諸
問
題
を
総
合
的
に

解
決
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
日
本
に
お
い
て
も
国
家
戦

略
や
日
本
経
済
団
体
連
合
会
の
企
業
行
動

憲
章
に
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
組
み
込
ま
れ
、
民

間
企
業
、
市
民
団
体
、
自
治
体
な
ど
あ
ら

ゆ
る
団
体
、
個
人
へ
の
参
加
の
期
待
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
１
７
年
に
開
催
さ
れ
た
世

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
〜
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
〜

界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

推
進
に
よ
っ
て
、
12
兆
ド
ル
の
価
値
と
、

3
億
８
０
０
０
万
人
の
雇
用
が
生
ま
れ
る

と
推
計
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
、
特
に
民
間

企
業
で
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責

任
）（
注
１
）
や
Ｅ
Ｓ
Ｃ
投
資
（
注
２
）
の
観
点
か

ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
企
業
が
増
え

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　　

取
り
組
む
主
体
は
、
国
連
、
政
府
、
自

治
体
、
民
間
企
業
、
市
民
団
体
な
ど
あ
ら

ゆ
る
組
織
で
す
。
そ
し
て
、
組
織
だ
け
で

な
く
、
誰
よ
り
私
た
ち
市
民
一
人
ひ
と
り

が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
参
加
を
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
っ
て
な
に
？

Sustainable（持続可能な）
Development（開発）
Goals （目標）

世界を変えるための
17の目標

持続可能な
消費と生産の確保

すべての人の安全な
水源と衛生施設の利用

あらゆる形態の
貧困に終止符を打つ

気候変動への緊急対策

信頼できる持続可能な
現代的エネルギーの
利用の促進

食料の安定確保と
栄養状態の改善
持続可能な農業の促進

海洋資源の保全と
持続可能な利用

持続可能な
経済成長と雇用の促進

あらゆる年齢の全ての
人の健康な生活の
確保と福祉の増進

持続可能な森林管理
生物多様性の損失への
歯止め

強靭なインフラの整備
持続可能な産業化の
促進技術革新の育成

質の高い教育の確保
生涯学習の促進

平和で包摂的な
社会の促進

持続可能な開発のための
パートナーシップの
活性化

国内および国家間の
不平等の是正

ジェンダー平等の達成
女性と女児の
エンパワーメントの促進

安全、強靭かつ
持続可能なまちづくり

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
が

な
ぜ
話
題
に
な
っ
て
い
る
の
？

Ｓ
Ｄ
Ｇ
は
誰
が
取
り
組
む
の
？

▲市役所本庁舎正面階段
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「
東
御
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、「
東
御

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
第
２
期
総

合
戦
略
」
を
策
定
す
る
う
え
で
の
基
礎
と

な
る
も
の
で
あ
り
、
市
総
合
戦
略
に
基
づ

く
施
策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
見
通
さ
れ

る
人
口
の
将
来
展
望
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
で
す
。

　

平
成
27
年
の
当
初
策
定
か
ら
5
年
が
経

過
し
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
（
社
人
研
）
が
公
表
し
て
い
る
将
来
人

口
推
計
値
等
の
デ
ー
タ
に
更
新
が
あ
る
た

め
、
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。

合
、
2
0
4
5
年
に
は
現
在
の
約
８
割
、

2
0
6
0
年
に
は
現
在
の
約
６
割
近
く

ま
で
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

●
「
東
御
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、
将
来

目
座
す
べ
き
人
口
規
模
を
「
2
0
6
0

年
の
目
標
人
口
2
8
0
0
0
人
」（
図

③
）
と
し
て
掲
げ
、
達
成
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

〜
東
御
市
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
〜

　

市
で
は
、
目
指
す
べ
き
将
来
像
と
そ
の

実
現
に
向
け
た
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行

政
経
営
指
針
を
定
め
る
「
第
２
次
東
御
市

総
合
計
画
・
後
期
基
本
計
画
」
の
全
53
施

策
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
１
７
の
目
標
を
紐
づ
け
、

こ
れ
ら
施
策
の
推
進
に
よ
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

達
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
役
所
全
体
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理

念
や
意
義
の
認
識
を
深
め
る
た
め
、「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
庁
内
推
進
指
針
」
を
定
め
、
職
員

が
常
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
て
事
務
・
事

業
に
取
り
組
み
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

２
月
４
日
、
東
御
市
中
央
公
民
館
に
お

い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
推
進
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

約
70
名
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
市
民
研
修
会
の
開
催
や
市
報
で

の
特
集
、
ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

を
図
り
広
報
し
て
い
き
ま
す
。

●
男
性
は
10
代
後
半
、
女
性
で
は
10
代
後

半
～
20
代
前
半
で
転
出
者
数
が
転
入
者

数
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

男
性
に
比
べ
女
性
の
方
が
転
出
者
数
が

拡
大
傾
向
で
す
。

●
20
代
前
半
の
方
が
20
代
後
半
に
な
る
時

期
の
転
入
幅
が
縮
小
し
て
お
り
、
進
学

や
就
職
な
ど
で
一
旦
転
出
す
る
と
Ｕ

タ
ー
ン
し
な
い
割
合
が
多
く
な
っ
て
い

る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
社
人
研
に
よ
る
将
来
人
口
推
計
は
、
平

成
27
年
策
定
時
の
も
の
（
図
①
）
か

ら
最
新
の
も
の
（
図
②
）
へ
と
人
口

減
少
向
傾
向
に
緩
和
が
見
ら
れ
ま
す

が
、
こ
の
ま
ま
人
口
減
少
が
進
ん
だ
場

（
注
１
）
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）：

C
orporate Social R

esponsibility

の

略　

企
業
が
社
会
や
環
境
と
共
存
し
、
持
続
可

能
な
成
長
を
図
る
た
め
、
そ
の
活
動
の
影
響
に

つ
い
て
責
任
を
と
る
企
業
行
動
。
企
業
を
取
り

巻
く
様
々
な
関
係
者
か
ら
の
信
頼
を
得
る
た
め

の
企
業
の
在
り
方
を
指
し
ま
す
。

（
注
２
）
Ｅ
Ｓ
Ｃ
投
資
：

E
nvirom

ent

（
環
境
）Social

（
社
会
）

G
overnance

（
企
業
統
治
）
投
資
の
略
。
企

業
の
業
績
だ
け
で
な
く
、
環
境
、
社
会
、
企
業

統
治
に
ど
れ
だ
け
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
を
考

慮
し
た
投
資
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

市
の
取
り
組
み

近
年
の
人
口
推
移
の
状
況

人
口
の
将
来
展
望

オ
ー
ル
東
御
の
取
り
組
み

▲研修会のようす

https://w
w

w.city.tom
i.

nagano.jp/category/
gt/150077.htm

l

東
御
市
人
口
ビ
ジ
ョン
を
改
訂
し
ま
し
た

●
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
振
興
課
　
企
画
政
策
係

　
☎
64

－

５
８
９
３

●
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
振
興
課
　
企
画
政
策
係

　
☎
64

－

５
８
９
３

　
「
東
御
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

（
改
訂
版
）」
の
詳
細
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

（図）東御市の人口推移と長期的な見通し
35,000

33,000

31,000

29,000

27,000

25,000

23,000

21,000

19,000

17,000

15,000

（人）

（年）

①社人研推計（H27策定時）

2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

③人口水準の目標（独自推計）
②社人研推計（最新※）

22,432  

18,113

23,781  

19,771

30,696 

28,041 28,000
 

※平成30年推計
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　「東御市人口ビジョン（改訂版）」が描く将来展望の実現に向け、人口減少問題の克服と持続可能な地域づくり
に資する施策を戦略的かつ重点的に取り組むため、東御市まち・ひと・しごと創生第２期総合戦略を策定しました。

◆地方創生は息の長い取り組みであり、第１期（2015年～ 2019年）で根付いた地方創生の意識や取り組みを継
続する必要があるため、これまでの４つの基本目標を維持しつつ、十分に成果が得られていない施策は充実を
図っていくとともに、新たな視点（人づくり・関係人口 ※１・未来技術）にも果敢に挑戦します。

◆本市における経済・社会の実態分析を行い、確かな根拠に基づく政策立案の考え方のもと、成果指標を原則と
した客観的な指標を設定し、ＰＤＣＡサイクルを確立します。

　「しごと」が「ひと」を呼び「まち」がつくられるという成り立ちを考えると、“ 仕事と雇用 ” は極めて
重要です。また『人材なくして成長なし』を考えると、人は宝（財）です。このため、「しごと」・「ひと」
づくりを重点とする次のコンセプトを掲げます。

※１　関係人口：移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもない、地域や地域の人々と多様に関わる人々を指
します。

東御市まち・ひと・しごと創生
第２期総合戦略を策定しました

基本目標 Ⅰ

基本目標 Ⅱ

基本目標 Ⅲ

基本目標 Ⅳ

「とうみ」において安定した雇用を創出する

人財を育て活かす

地方への
ひとの流れを強化する

新しい時代の流れを
力にする

「とうみ」へ新しいひとの流れをつくる

若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

時代にあった地域をつくり、安心なくらしを守ると
ともに、地域と地域を連携する

“ 働くところよし、人 財 よし、とうみ よし ”

基本的な考え方1

検証を踏まえた方向性2

新たな視点

追
加

（１） 戦略コンセプト
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ア	 農産物の付加価値向上
　　農産物資源の強みを活かしたリキュール等の新たな商品開発とクラフトビール販売体制の強化
イ	 ワイン産業の振興とブランド化
　　東御市産ワインのプロモーションの強化による知名度・ブランド力の向上、御堂地域における新

たな魅力発信拠点の整備
ウ	 湯の丸高原を基軸とした新たな社会的ネットワークの形成
　　アスリートに加え、アマチュアスポーツ層もターゲットとしたプロモーション展開によるスポー

ツ誘客の拡大、新たな資源価値の魅力に想いを寄せる企業や個人との「関係人口」の創出・拡大

ア	 創業、事業拡大の支援
　　地域事業者へのビジネス・サポート窓口を設置し、ＩＴ導入や地域事業者の生産性革命を支える

サポート、産業人財の発掘と雇用マッチングシステムを確立
イ	 地域経済活性化につなげる官民連携による新たな付加価値の創出
　　地方創生ＳＤＧｓ官民連携プラットホーム※2を活用した民間企業との連携による新規事業の創出
ウ　ＩＣＴを活用する次世代人財の育成
　　小・中学生向けプログラミング教育の支援、情報ネットワーク社会に順応できる人財の育成
エ　人とまち、未来へつなぐ新たな地域公共交通ネットワークづくりの推進
　　次代につながる公共交通ネットワーク網の形成・確立
オ　次代を担う地域リーダーの育成
　　地域の若者が主体的にまちづくりに関わることのできる「ＴＯＭＩオフサイト・ミーティング※3」

の確立による人財ネットワークの形成

※２　地方創生ＳＤＧｓ官民連携プラットフォーム：ＳＤＧｓを共通言語として、地域課題解決に取り組む官民の連携創出を支援
することを目的として内閣府が設立した受け皿のことです。

※３　ＴＯＭＩオフサイト・ミーティング：職場から離れた非日常の環境で “気軽にまじめな話をする” ことをコンセプトとした
会議のことです。

※詳しくは市ホームページをご覧ください。

（２）取り組みの方向性と戦略の柱となる主要施策

①	第１期総合戦略で芽を出した取り組みに注力し、その価値を高め、伸ばします。

②	持続可能な地域社会づくりを実現する重要施策へ経営資源を集中投下します。

“あれも、これも”から“あれか、これか”へ
もてる資源を集中投下し、未来へつなぐ

「しごと」と「ひと」の好循環をつくり、
それらを支える「まち」の活性化につなげる！

第２期総合戦略の基本的方向

●問い合わせ先　企画振興課　企画政策係　☎64 －5893
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当
初
予
算
は
１
５
６
億
３
４
０
０
万
円

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算

　歳入は、金額の大きいものから順
に地方交付税が 42 億円、市税が 39
億 3,961 万円、国県支出金が 31 億
4,513 万円となっています。
　歳入全体では、災害復旧事業費に
係る国庫補助金 9 億円および地方債
2 億 7,000 万円の増、ふるさと寄附
金で 1 億円の増を見込みました。
　また、繰入金 10 億 183 万円につ
いては、財政調整基金繰入金の減に
より、600 万円の減となりました。

　
令
和
２
年
度
予
算
は
、
基
金
減
少
の
懸
念
に
留

意
し
つ
つ
も
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
歳
入
の
状
況

に
鑑
み
、
基
金
か
ら
の
繰
入
に
よ
り
、
第
２
次
東

御
市
総
合
計
画
に
基
づ
く
事
業
を
推
進
す
る
た

め
、
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。
前
年
と
比
較
す
る

と
、
台
風
第
19
号
に
よ
り
被
災
し
た
橋
り
ょ
う
等
の

復
旧
に
係
る
災
害
復
旧
事
業
費
14
億
円
を
計
上
し

た
こ
と
に
よ
り
、
14
億
3
4
0
0
万
円
（
10
・
1
％
）

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
4
月
に
市
長
選
挙
を
控
え
て
い
る
こ
と

歳  入

予
算
の
概
要

自主
財源
40.0％

依存
財源
60.0％

25.2％

6.4％

3.9％
2.9％

1.6％
26.9％

20.1％

6.6％
5.2％

1.2％

市税
（固定資産税や市民税、
都市計画税など）
39億3,961万円

繰入金
（基金などから
取崩して一般会計
に繰入れるお金）
10億183万円

地方交付税
（各市町村が標準的な
行政サービスを提供できるよう、
一定の基準により国が交付する税）
42億円

交付金
（地方消費税交付金や
地方特例交付金など）
8億2,300万円

地方譲与税 
（国から地方に譲与される税金）
1億8,088万円

国県支出金
（国や県からの
補助金など）
31億4,513万円

市債
（市の借入金）
10億3,420万円

分担金及び負担金
使用料及び手数料
（市営住宅使用料や施設入所者の負担金など）
2億5,338万円

財産等収入・
繰越金等
（土地貸付収入や
ふるさと寄附金など）
6億678万円

諸収入
（貸付金元利収入など）
4億4,918万円

歳入合計
156億
3,400万円

一般会計および特別会計 （単位：万円、△：マイナス）

会 計 名 称 令和2年度
予算額

前年度比
増減 率（％）

一 般 会 計 1,563,400 143,400 10.1
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 324,000 △ 6,200 △ 1.9
介 護 保 険 特 別 会 計 289,800 6,300 2.2
地 域 改 善 地 区 住 宅 改 修
資金等貸付事業特別会計 62 △ 39 △ 38.4

後期高齢者医療特別会計 37,400 4,350 13.2
湯の丸高原屋内運動施設
事 業 特 別 会 計 18,050 △ 70,690 △ 79.7

総　　額 2,232,712 77,121 3.6

公営企業会計 （単位：万円、△：マイナス）

会 計 名 称 令和2年度
予算額

前年度比
増減 率（％）

水 道 事 業
会 計

収益的支出 66,273 △ 1,868 △ 2.7
資本的支出 42,740 △ 1,727 △ 3.9

計 109,013 △ 3,594 △ 3.2

下 水 道
事 業 会 計

収益的支出 141,507 △ 1,178 △ 0.8
資本的支出 123,042 △ 29,442 △ 19.3

計 264,549 △ 30,620 △ 10.4

病 院 事 業
会 計

収益的支出 202,013 △ 4,300 △ 2.1
資本的支出 22,559 △ 1,829 △ 7.5

計 224,572 △ 6,129 △ 2.7

令和 2 年度会計別総括表

か
ら
、
経
常
経
費
と
継
続
事
業
を
中
心
と
し
た
予

算
と
し
ま
し
た
。

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
法
人
収
益
が
減
少
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
市
税
の
減
額
を
見
込
ん
だ
一
方
で
、

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
地
方
財
政
計
画
に
基

づ
き
、
増
額
を
見
込
み
計
上
し
ま
し
た
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
事
務
事
業
の
見
直
し
等
に

よ
り
、
経
常
経
費
の
抑
制
に
努
め
る
と
と
も
に
、

継
続
事
業
や
重
点
施
策
つ
い
て
精
査
し
計
上
し
ま

し
た
。

　
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計

の
予
算
額
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。
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　歳出は、金額の大きいものか
ら目的別に民生費が43億5,627
万円、総務費が 24 億 3,375 万
円、公債費が 17 億 4,863 万円
となっています。
　歳出全体では、災害復旧費で
14 億円の増のほか、民生費に
おいて、認定こども園施設整備
事業費 1 億 3,500 万円の増と
なりました。

※各表の金額と構成比は、万円未満
を四捨五入しているため、合計と
一致しない場合があります。

歳  出

27.9％

15.6％

11.2％
9.7％

8.9％

8.0％

6.0％

4.4％
3.7％

3.4％
1.0％
0.2％

民生費
（社会福祉などに）
43億5,627万円

予備費
4,000万円

総務費
（市民生活や市の
管理などに）
24億3,375万円

公債費
（市債などの償還金などに）
17億4,863万円

議会費
（議会の運営などに）
1億5,198万円

土木費
（道路や河川などの整備に）
15億1,738万円

災害復旧費
（台風19号に係る災害復旧に）
14億100万円

衛生費
（保健医療や
生活環境などに）
12億4,903万円

教育費
（学校整備や
社会教育などに）
9億3,471万円

商工費
（商工業振興のための
支援や観光振興などに）
6億9,683万円

農林水産業費
（農林業の振興を図る
ための支援などに）
5億7,683万円

消防費
（消防・防災対策などに）
5億2,768万円

歳出合計
156億
3,400万円

●議会費
 議員報酬、手当等 ..................................1億1,200万円
●総務費
 庁内ＬＡＮ事務諸経費 ............................... 6,300万円
 ふるさと納税推進事業費 .......................1億8,600万円
 文化会館費 ................................................ 6,600万円
 体育施設等管理費 ..................................... 6,900万円
 戸籍住民事務諸経費 ................................. 4,300万円
●民生費
 児童手当費 ...........................................4億7,200万円
 障害者自立支援介護給付費 ..................5億2,600万円
 老人福祉施設整備事業 .............................. 7,600万円
 保育所運営事業費 ................................1億0,100万円
 私立保育園運営委託事業費 .................1億1,700万円
 児童館事業費 ............................................... 700万円
 市立放課後児童クラブ事業費 ..................... 1,100万円
●衛生費
 上田地域広域連合負担金（クリーンセンター負担金）
  .............................................................2億6,200万円
 川西保健衛生施設組合負担金 ............1億8,700万円
 予防接種事業費........................................ 6,700万円
 病院事業会計繰出金 ...........................2億0,700万円
●農林水産業費
 中山間地域等直接支払制度費 ..............1億0,200万円

一般会計予算の主な使いみち
 多面的機能支払交付金事業費 ................... 8,600万円
 団体営土地改良事業費 .............................. 6,300万円
 ６次産業化推進事業費 ................................. 200万円
●商工費
 中小企業振興事業費 ............................2億5,600万円
 商工業振興助成事業費 .............................. 9,400万円
 交通対策諸経費 ......................................... 8,700万円
 温泉施設諸経費 ......................................... 6,500万円
●土木費
 社会資本整備総合交付金事業
 （県東深井線道路整備事業等） ............1億7,100万円
 小規模土木事業費 ..................................... 5,200万円
 下水道事業会計繰出金 .........................9億8,500万円
●消防費
 上田地域広域連合負担金 .....................3億9,800万円
 消防団運営費 ............................................ 8,700万円
●教育費
 認定こども園施設整備事業費 ................1億3,500万円 

小学校管理諸経費 ..................................... 5,700万円
 中央公民館管理諸経費 .............................. 1,800万円
 図書館ネットワーク事業費 ........................... 1,100万円
●災害復旧費
 公共土木施設災害復旧費（補助） .................... 14億円

●問い合わせ先　総務課　財政係　☎64 －5901
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　後期高齢者医療制度の保険料率は、今後見込まれる医療費などの推計をもとに２年ごと改定されます。令和
２・３年度の保険料率は、均等割額は据えおかれ、所得割率・賦課限度額は引き上げられます。保険料率の改定
は、後期高齢者医療制度の財政を安定的に運営するためのものです。皆さまのご理解とご協力をお願いします。
　なお、個々の保険料額等については、令和２年 7 月中旬以降にお知らせする予定です。

　現在、世帯内の被保険者と世帯主の前年の総所得金額を合計し、決められた所得基準を下回っている場合には、
保険料の均等割が所得に応じて軽減されています。今年度は下記のとおり見直されました。

❶均等割の5割・2割軽減の減額基準の拡充

❷均等割軽減特例の段階的見直し

●問い合わせ先　長野県後期高齢者医療広域連合　☎ 026 － 229 －5320
　　　　　　　　市民課　国保年金係　☎ 75 － 8810

後期高齢者医療制度のお知らせ
令和2・3年度の後期高齢者医療保険料率が決まりました

保険料軽減制度が見直されました

世帯内の被保険者と世帯主の前年の総所得金額等
を合計した額 令和元年度 令和２年度

３３万円以下の場合 8.5割軽減 7.75割軽減
うち、世帯内の被保険者全員が年金収入80万円
以下（その他各種所得なし）の場合 8割軽減 7割軽減

改正前 改正後

均 等 割 額 ４０,９０７円 ４０,９０７円

所  得  割  率 8.3０％ 8.43％

賦 課 限 度 額 62０,０００円 640,000円

均等割額
４０,９０７円

所得割額
（前年中の総所得金額等－33万円）×8.４3％

1人あたりの保険料額
（限度額6４万円）＝＋

　保険料は、加入者全員が負担する「均等割」と前年の所得に応じて負担する「所得割」の合計額です。

基準額 33 万円 ＋ （28 万円 × 世帯の被保険者数）以下

基準額 33 万円 ＋ （28.5万円 × 世帯の被保険者数）以下

改定前

改定後
5 割軽減

基準額 33 万円 ＋ （51万円 × 世帯の被保険者数）以下

基準額 33 万円 ＋ （52万円 × 世帯の被保険者数）以下

改定前

改定後
2割軽減

※上記の①と②のうち、被保険者に有利な軽減が適用されます。
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　高齢者の方の通院や買い物等外出の機会を増やし、閉じこもりを予防し、その世帯の経済的負担の軽減
および高齢者福祉の増進を図るために、外出困難な高齢者の方にタクシー利用料金助成券「高齢者用タク
シー券」を発行します。該当する方は、申請をお願いします。

　下記のすべてに該当する方
　◦自動車を運転しない方
　◦申請日時点において、住民基本台帳上の世帯が
75歳以上の独居または高齢者のみ世帯の方

　◦申請日の属する年度の住民税が非課税世帯の方
（4月および 5月は前年度の課税状況を確認）

　◦自動車税または軽自動車税の減免を受けていな
い方

　◦社会福祉施設の入所者でない方

　福祉課高齢者係（総合福祉センター内）で申請を
受け付けます。
　＜持ち物＞　認め印
　なお、来所が難しい場合は申請書をお送りします
ので、高齢者係へ電話をお願いします。

　1枚が700円分で、月２枚、最大年間24枚です。
　交付対象として条件を満たしているかを審査し、
該当する方にタクシー券を交付します。

　①カクマハイヤー　
　②しげのマツバタクシー
　　

　⑴降車の際、本人確認ができる後期高齢者医療被
保険者証または介護保険被保険者証を提示し、
タクシー券を運転手に手渡します。

　⑵タクシー券と乗車運賃との差額を運転手に支
払ってください (複数枚使用可能 )。

●問い合わせ先　福祉課　高齢者係（総合福祉センター内）　☎ 75 － 5０9０

令和2年度から 高齢者用のタクシー券を発行します

◆対象となる方

◆申請の方法

◆タクシー券で利用できる金額、交付枚数

◆利用できるタクシー業者

◆利用方法　

　令和 2 年度税制改正により、国民健康保険税（以下　「国保税」）の賦課限度額および軽減措置の基準が下記の
とおり改定され、今年度課税分から適用されます。

　所得に応じた国保税の負担となるように賦
課限度額（医療分と介護納付金分）が引き上
げられました。

　世帯の前年の所得が決められた基準額を下回っている場合は、所得に応じて国保税の均等割額（１人あたり）
と平等割額（１世帯あたり）の７割・５割・２割が軽減されます。
　今回の改定では、５割軽減と２割軽減の基準額が経済動向等を踏まえて見直され、軽減対象が広がります。

◆国保税の賦課限度額が引き上げられました

◆所得が少ない方への国保税の軽減判定基準が見直されました

●問い合わせ先　市民課　国保年金係　☎ 75 － 881０

改正前 改正後
医療分 610,000円 630,000円
後期高齢者医療支援金分 190,000円 190,000円
介護納付金分 160,000円 170,000円

改定前 （33万円+28 万円×被保険者数）以下の世帯
改定後 （33万円+28.5万円×被保険者数）以下の世帯

改定前 （33万円+51万円×被保険者数）以下の世帯
改定後 （33万円+52万円×被保険者数）以下の世帯

5割軽減の所得基準

2割軽減の所得基準

令和２年度課税分から適用
国民健康保険税の賦課限度額と軽減基準が改定されました
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飲食店のみなさんへ

●問い合わせ先　健康保健課　健康増進係　☎ 64 －8883

　望まない受動喫煙を防止する取り組みはマナーからルールへ変わりました。
　改正健康増進法に基づき、下表の施設では屋内禁煙です。屋外で喫煙する場合は受動喫煙防止（特に 20 歳未
満の者への配慮）に配慮が必要です。

　上記法律の改正により、以下の３つの項目すべてに当てはまる場合は、経過措置として「喫煙可能室（店
内の全部または一部を喫煙可能・飲食の提供可能）」を設置することができます。
　①令和２年４月１日時点で営業している店舗
　②資本金または出資の総額 5,000 万円以下
　③客席面積 100㎡以下
　経過措置を選択した場合は標識の掲示と最寄りの保健所へ届け出を行うことが必要です。
　詳細は下記ホームページでご確認いただくか、上田保健福祉事務所健康づくり支援課
（☎ 25 －7154）へお問い合わせください。
https://www.pref.nagano.lg.jp/kenko-choju/kenko/kenko/kenko/tabako/jyudoukituen.html

上田保健福祉
事務所
ホームページ

市所有施設の受動喫煙対策が
４月１日から変わります

市所有施設 今までの状況 ４月１日からの
変更 問い合わせ先

東御市文化会館サンテラスホール
丸山晩霞記念館
梅野記念絵画館
中央公園（テニスコート、屋内ゲート
ボール場、市民プール、第一・第二
体育館、弓道場、武道館、公衆便所）
海野マレットゴルフ場
湯の丸高原荘
屋内運動施設（特設プール）
北御牧体育館

屋内禁煙 —

文化・スポーツ振興課
文化施設
　☎ 71 －０67０
体育施設
　☎ 75 －1455

ふれあい体育館 屋内に喫煙所有り 屋内禁煙
ふれあいトロンセンター 屋内禁煙 — 福祉課　☎64－8888
雷電くるみの里道の駅
味の里とうみ
憩いの家

屋内禁煙 — 農林課
☎ 64 －０535

海野宿資料館、海野宿玩具館 敷地内禁煙 —

商工観光課
☎ 64 －5985

ゆぅふるtanaka 屋内に喫煙所有り 屋内禁煙
湯楽里館
御牧乃湯・御牧苑・ゆうゆうアリーナ
アートヴィレッジ明神館
芸術むら公園公衆便所

屋内禁煙 —

湯の丸高原ビジターセンター 敷地内禁煙 —
力士雷電の生家 定めていない 屋内禁煙 教育課

☎ 75 －2717和記念館 学校の敷地として敷地内禁煙 —
地区公民館（滋野、祢津、和）
青年研修センター 屋内禁煙 — 生涯学習課

☎ 64 －5885
※第１種施設（学校・児童福祉施設・病院・診療所・行政機関の庁舎）は敷地内禁煙となっています。
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情 報
コーナー

❖
投
票
日
　
４
月
12
日（
日
）

❖
投
票
で
き
る
方
　
平
成
14

年
４
月
13
日
以
前
に
生
ま

れ
、
令
和
２
年
１
月
４
日
以
前
か
ら
引
き

続
き
東
御
市
に
住
ん
で
い
る
日
本
国
民
の

方（
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
）

　
※
投
票
日
ま
で
に
市
外
へ
転
出
し
た
方
を

　
除
く

※
投
票
日
当
日
は
指
定
さ
れ
た
投
票
所
以

外
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

❖
期
日
前
投
票

・
４
月
６
日
（
月
）
～
11
日
（
土
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

　
市
役
所
本
館
２
階
　
全
員
協
議
会
室

・
４
月
６
日
（
月
）
～
11
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

滋
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
、
祢
津

公
民
館
、
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
、

北
御
牧
庁
舎

❖
不
在
者
投
票
　
病
院
な
ど
施
設
に
入
院
・

入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、
病
院
や
施
設
で

不
在
者
投
票
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

病
院
・
施
設
等
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

❖
投
開
票
状
況
速
報
　
投
票
日
当
日
、
FM
と

う
み（
78.5M

Hz

）
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定

で
す
。

　
ク
ル
ミ
黒
斑
細
菌
病
は
早
期
落
葉
、
落
果

に
よ
る
減
収
や
黒
色
斑
点
に
よ
る
品
質
低
下

を
引
き
起
こ
す
病
害
で
、
植
物
防
疫
法
に
よ

り
「
重
要
病
害
虫
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

重
要
病
害
虫
へ
の
対
応
と
し
て
、
県
内
の
発

生
状
況
調
査
、
県
外
へ
の
苗
木
の
移
動
の
制

限
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ク
ル
ミ
黒
斑
細
菌
病
は
開
花
期
に
感
染
し
、

５
月
上
旬
頃
葉
に
発
症
、
そ
の
後
果
実
感
染

が
７
月
下
旬
ま
で
続
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
Ｉ

Ｃ
ボ
ル
ド
ー
66
Ｄ
の
50
倍
希
釈
液
の
散
布
に

よ
る
防
除
が
４
月
下
旬
（
開
花
期
）
か
ら
10

日
お
き
に
３
回
と
、
６
月
上
旬
、
７
月
上
旬

に
必
要
で
す
。
地
域
全
体
で
防
除
を
行
う
こ

と
で
発
病
が
効
果
的
に
抑
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
生
育
期
後
半
に
発
病
が
み
ら
れ
る

ク
ル
ミ
炭た

ん
そ疽
病
に
対
し
て
も
８
月
上
旬
、
９

月
上
旬
に
防
除
を
行
う
と
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
防
除
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　
自
宅
の
庭
に
ク
ル
ミ
の
樹
が
１
本
し
か
な

い
方
も
ぜ
ひ
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。
JA
信

州
う
え
だ
東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
で
委
託
散
布

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
内
容
に
よ
り
、
毎
月
１
回
相
談
員
が

個
別
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

❖
開
設
日
（
第
３
ま
た
は
第
２
金
曜
日
）
　

・
東
部
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー（
県
２
８
８
ー
３
）

　
４
月
17
日
、
６
月
19
日
、
８
月
21
日
、

　
９
月
18
日
、
10
月
16
日
、
11
月
20
日
、

　
12
月
18
日
、
令
和
３
年
１
月
15
日
、

　
２
月
12
日
、
３
月
19
日

・
北
御
牧
庁
舎
２
階
（
大
日
向
３
３
７
）

　
５
月
15
日
、
７
月
17
日

❖
受
付
時
間
　
午
前
８
時
45
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分

❖
相
談
時
間
　
午
前
９
時
～
午
前
11
時

❖
相
談
内
容

　
法
律
相
談
（
弁
護
士
）
裁
判
、
訴
訟
、
契

約
、
債
権
債
務
、
損
害
賠
償
、
相
続
、
遺

言
、
離
婚
な
ど
法
律
問
題
に
関
す
る
こ
と

　
登
記
、
相
続
等
の
相
談
（
司
法
書
士
）
土

地・建
物・法
人
等
登
記
、相
続
、日
常
生
活

ト
ラ
ブ
ル
、借
金
な
ど
に
関
す
る
こ
と

　
人
権
相
談
（
人
権
擁
護
委
員
）
結
婚
・
離

婚
、
隣
人
・
親
子
・
兄
弟
・
夫
婦
の
関
係

調
整
と
差
別
な
ど
人
権
に
関
す
る
こ
と

　
行
政
相
談
（
行
政
相
談
委
員
）
行
政
機
関

へ
の
各
種
申
請
手
続
き
、
要
望
、
陳
情
、

苦
情
な
ど
行
政
に
関
す
る
こ
と

　
心
の
健
康
相
談
（
保
健
師
、
生
活
就
労
支

援
セ
ン
タ
ー
相
談
員
）
心
身
の
不
調
、
依

存
症
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
健
康
と
生
活
の

不
安
に
関
す
る
こ
と

❖
注
意
事
項
　
弁
護
士
に
よ
る
相
談
の
み
、

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
そ
の
他
の
相
談

は
、
当
日
受
付
し
ま
す
。

❖
日
時
　
４
月
か
ら
令
和
３
年
３
月
ま
で
の

　
　
　
　
毎
月
第
２
水
曜
日

　
　
　
　
※
８
月
の
み
第
３
水
曜
日
　

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
　
　
　
※
時
間
内
入
退
室
自
由

❖
場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　
　
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
大
広
間

❖
内
容
　
お
茶
を
飲
ん
で
過
ご
し
た
り
、
生

活
の
困
り
ご
と
を
相
談
し
た
り
、
身
体
を

動
か
し
た
り
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
事
を
通

じ
て
仲
間
づ
く
り
が
で
き
る
場
所
で
す
。

❖
そ
の
他

　
・
昼
食
が
必
要
な
方
は
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　
・
身
の
回
り
の
こ
と
が
自
立
し
て
で
き
る

　
　
方
が
対
象
で
す
。
　
　
　
　

お
知
ら
せ

東
御
市
長
選
挙
・
東
御

市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

ク
ル
ミ
黒
斑
細
菌
病
の
防
除

令
和
２
年
度
　
人
権
よ
ろ
ず
相
談
所

HP

多
世
代
交
流
サ
ロ
ン

お
い
で
よ
！
サ
ン
サ
ン
広
場

☎…電話　Ⓕ…FAX　　…Ｅメール　 HP …市ホームページ
●参加費、申し込み等は、必要な場合のみ記載しています。

問
／
東
御
市
選
挙
管
理
委
員
会
　

☎
64
︱
５
８
０
９

問
／
JA
信
州
う
え
だ
　
東
部
営
農
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
62
︱
３
３
２
２

　
　
農
林
課
　
農
政
係
　
☎
64
︱
５
８
９
４

　
　
・
問
／
人
権
同
和
政
策
課

人
権
同
和
政
策
係
　
☎
64
︱
５
９
０
２

申
込

　
　
・
問
／
社
会
福
祉
協
議
会
　

　
　
　
　
　
地
域
福
祉
係

　
　
　
　
☎
62
︱
４
４
５
５

申
込

※本号に掲載した内容は、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため中止・延期となる場合があります。最新の状況は市ホームページをご確認ください。
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情 報 コ ー ナ ー

❖
開
催
日
　
４
月
～
令
和
３
年
３
月
ま
で
の

　
　
　
　
　
毎
月
第
３
木
曜
日

❖
時
間
　
午
後
１
時
30
分
、
午
後
２
時
30
分
、

午
後
３
時
30
分
の
い
ず
れ
か
の
時
間
か
ら

一
人
50
分
程
度

❖
場
所
　
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
え
べ
や

　
　
　
（
田
中
１
７
８
番
地
２
）

❖
内
容
　
県
の
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
信
州
と
連
携

し
て
、
若
者
（
40
代
前
半
ま
で
の
方
）
の

就
職
を
支
援
す
る
た
め
の
無
料
の
個
別
就

労
相
談
（
ミ
ニ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
）
を
行
い

ま
す
。
就
職
活
動
に
つ
い
て
の
悩
み
・
相

談
を
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
。
応
募
書
類
の
添
削
や
面
接
指
導
な
ど

も
行
い
ま
す
。

❖
相
談
員
　
資
格
を
有
す
る
相
談
員
が
対
応

し
ま
す
。

❖
対
象
　
市
内
出
身
の
学
生
ま
た
は
市
内
に

居
住
・
勤
務
す
る
40
代
前
半
ま
で
の
方

❖
持
ち
物
　
筆
記
用
具
な
ど

❖
申
し
込
み
　
予
約
制
の
た
め
、
相
談
希
望

日
の
前
々
日
（
火
曜
日
）
ま
で
に
電
話
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
（
事
前
予
約
が
な

い
場
合
は
相
談
で
き
ま
せ
ん
。
）

❖
そ
の
他
　
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
信
州
」
と
共

催
の
事
業
で
す
。

①
令
和
２
年
度
中
に
次
の
年
齢
に
達
す
る
方

接
種
歴
の
情
報
が
な
い
た
め
予
診
票
が

郵
送
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
で
、
心
臓
、
腎

臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
障
害
、
ま
た

は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

機
能
障
害
を
有
す
る
方
（
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
方
）

❖
お
と
な
の
風
し
ん
予
防
接
種

　
昭
和
37
年
（
１
９
６
２
年
）
４
月
２
日

～
54
年
（
１
９
７
９
年
）
４
月
１
日
生
ま

れ
の
男
性
を
対
象
に
、
令
和
３
年
度
末
ま

で
の
期
間
限
定
で
、
原
則
無
料
で
風
し
ん

の
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

　
健
康
診
断
を
受
診
す
る
機
会
に
、
も
し

く
は
医
療
機
関
で
抗
体
検
査
を
受
け
、
抗

体
価
が
低
い
と
判
定
さ
れ
た
方
は
予
防
接

種
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
、
市
よ
り
受
診
票
を
送
付

し
ま
す
。

❖
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　
接
種
期
間
　
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
３
年
３
月
31
日

　
接
種
回
数
　
接
種
期
間
内
に
１
回
の
み

　
接
種
費
用
　
自
己
負
担
額
　
２
０
０
０
円

　
（
残
り
は
市
が
負
担
し
ま
す
）

※
た
だ
し
、
生
活
保
護
受
給
者
お
よ
び
中

国
残
留
邦
人
の
方
は
助
成
あ
り

令
和
２
年
度
の
対
象
者
　
次
の
①
の
表
ま

た
は
②
に
該
当
し
、
接
種
を
希
望
す
る

意
思
表
示
の
で
き
る
方
で
、
こ
れ
ま
で

に
肺
炎
球
菌
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
市
民
の
方

※
平
成
26
年
～
30
年
に
行
わ
れ
た
経
過
措

置
の
際
に
接
種
さ
れ
た
方
も
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

※
過
去
に
全
額
自
己
負
担
で
接
種
さ
れ
た

方
お
よ
び
東
御
市
に
転
入
す
る
前
に
接

種
さ
れ
た
方
は
対
象
外
で
す
が
、
市
に

年齢 対　象　生　年　月　日
65歳 昭和30年４月２日生～昭和31年４月１日生の方
70歳 昭和25年４月２日生～昭和26年４月１日生の方
75歳 昭和20年４月２日生～昭和21年４月１日生の方
80歳 昭和15年４月２日生～昭和16年４月１日生の方
85歳 昭和10年４月２日生～昭和11年４月１日生の方
90歳 昭和５年４月２日生～昭和６年４月１日生の方
95歳 大正14年４月２日生～大正15年４月１日生の方
100歳 大正９年４月２日生～大正10年４月１日生の方

❖
受
付
日
時
　
４
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

❖
場
所
　
市
役
所
本
館
　
市
民
係
窓
口

❖
持
ち
物
　

　
①
カ
ー
ド
を
市
役
所
で
受
け
取
る
場
合

　
　
運
転
免
許
証
等
の
顔
写
真
付
き
の
公
的

　
証
明
書

　
②
カ
ー
ド
を
自
宅
へ
の
郵
送
に
よ
り
受
け

　
取
る
場
合

　
　
運
転
免
許
証
等
の
顔
写
真
付
き
公
的
証

　
明
書
、
保
険
証
、
通
知
カ
ー
ド

❖
期
限
切
れ
電
子
証
明
書
等
の
更
新
受
付

　
　
住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
やe-Tax

等
で
利
用
す
る
電
子
証
明
書
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
付
設
）
の
有
効
期
限
が
近

づ
い
て
い
る
方
に
は
「
電
子
証
明
書
の
有

効
期
限
通
知
書
」
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
通
知
は
、
引
き
続
き
コ
ン
ビ
ニ
交
付

等
を
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
更
新
手
続

き
の
案
内
で
す
。
手
続
き
に
は
カ
ー
ド
交

付
時
に
設
定
し
た
暗
証
番
号
が
必
要
で
す
。

（
忘
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
再
設
定
で
き

ま
す
）

　
持
ち
物
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
電
子

証
明
書
の
有
効
期
限
通
知
書

※
平
成
27
年
の
申
請
時
に
未
成
年
だ
っ
た

方
は
、
カ
ー
ド
の
再
申
請
が
必
要
で
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

定
期
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

ミ
ニ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

（
個
別
就
労
相
談
）を
行
い
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
電
子
証
明

書
更
新
の
休
日
申
請
の
お
知
ら
せ

　
　
・
問
／
商
工
観
光
課
　
商
工
労
政
係
　

☎
64
︱
５
８
９
５

東
御
市
商
工
会
　
☎
74
︱
５
５
３
６

申
込

問
／
健
康
保
健
課
　
保
健
係

　
☎
64
︱
８
８
８
２

問
／
市
民
課
　
市
民
係
　
☎
75
︱
２
０
０
７
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情 報 コ ー ナ ー

※１　納期限（口座振替日）は、いずれも納期月の末日ですが、土・日曜日、祝日の場合は、日曜日、祝日の翌日
となります。

※２　12月の口座振替日は、12月30日（水）となりますので、ご注意ください。
❖納付場所
東御市役所　　　　信州うえだ農業協同組合
八十二銀行　　　　佐久浅間農業協同組合
三井住友銀行　　　上田信用金庫
長野県信用組合　　ゆうちょ銀行
長野銀行　　　　　長野県労働金庫

❖口座振替のお願い
　納税は、便利で安心な口座振替をご利用ください。
　また、口座振替日前に残高の確認をお願いします。
❖コンビニ納付
納付書にバーコードが印字されている場合は、コンビニ
エンスストアでも納付できます。

❖納税できる税
　市県民税、軽自動車税、国民健康保険税、固定資産税・都市計画税（督促手数料および延滞金含む）
❖納税窓口…市役所　税務課　
　・満点リブカードやみまきスタンプ満点台紙による納税は、市役所税務課窓口のみの取り扱いとなり、金融機
　関やコンビニでの利用はできません。
　・満点リブカードは１枚500円分、みまきスタンプ満点台紙は300円分として利用できます。
　・満点リブカードまたはみまきスタンプ満点台紙で全額を納税する際は、おつりが出ませんのでご了承ください。

❖その他料金等の口座振替日
　毎月25日
　・市営住宅使用料　・保育料
　・上下水道料金（佐久水道企業団給水区域外）
　毎月10日
　・上下水道料金（佐久水道企業団給水区域内）
※ただし、土・日曜日、祝日の場合は、日曜日、
祝日の翌日となります。

納税通知書および領収書は、最低５年間大切に保
管しましょう。

満点リブカード・みまきスタンプ満点台紙で納税できます

納
期
月

納期限※１

（口座振替日）
口座振替
再振替日

税　　　目

固定資産税
都市計画税

市県民税
（普通徴収）

国民健康保険税
（普通徴収） 軽自動車税 後期高齢者医療

保険料（普通徴収）
介護保険料

（普通徴収）

４月 ４月30日(木) ５月18日(月) １期
５月 ６月１日(月) ６月11日(木) 全期
６月 ６月30日(火) ７月10日(金) １期 １期
７月 ７月31日(金) ８月14日(金) ２期 ２期 １期 １期
８月 ８月31日(月) ９月10日(木) ２期 ３期 ２期 ２期
９月 ９月30日(水) 10月15日(木) ３期 ４期 ３期 ３期
10月 11月２日(月) 11月13日(金) ３期 ５期 ４期 ４期
11月 11月30日(月) 12月15日(火) ４期 ６期 ５期 ５期

12月
※２

１月 ４日(月)
(12月30日(水) )  １月14日(木) ４期 ７期 ６期 ６期

１月 ２月１日(月) ２月15日(月) ８期 ７期 ７期
２月 ３月１日(月) ３月11日(木) ９期 ８期 ８期
３月 ３月31日(水) ４月15日(木) 10期 ９期 ９期

【保存版】令和２年度市税等納期限　

　　リブカード・みまきスタンプについては　東御市リブカード会・みまきスタンプ会（東御市商工会内）☎75－5536
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商工観光課　商工労政係　☎64－5895

問／納税については　税務課　収税管理係　☎64－5877
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情 報 コ ー ナ ー

❖
野
焼
き
禁
止
の
例
外

・
農
業
を
営
む
た
め
に
行
う
焼
却
（
稲
わ

ら
、
剪
定
枝
な
ど
）

・
焚
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む
う
え

で
行
う
も
の
で
、
軽
微
な
焼
却
（
少
量

の
落
ち
葉
焚
き
な
ど
）

・
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
を

行
う
た
め
の
焼
却（
ど
ん
ど
焼
き
な
ど
）

❖
野
焼
き
を
行
う
際
の
注
意
点

・
近
隣
の
理
解
を
得
る
。
（
無
用
な
ト
ラ

ブ
ル
を
避
け
る
）

・
よ
く
乾
か
し
、
大
量
に
燃
や
さ
な
い
。

（
煙
を
少
な
く
）

・
風
向
き
・
時
間
帯
に
注
意
す
る
。
（
洗

濯
物
の
時
間
帯
等
を
避
け
る
）

・
事
前
に
東
御
消
防
署（
☎
62
ー
０
１
１
９
）

へ
届
け
出
を
す
る
。

※
隣
近
所
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
場
合

は
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込

む
等
、
焼
却
以
外
の
方
法
で
適
切
に
処

理
し
て
く
だ
さ
い
。

※
例
外
物
で
あ
っ
て
も
、
近
隣
の
住
宅
環

境
・
健
康
へ
の
影
響
を
及
ぼ
す
と
判
断

で
き
る
場
合
は
、
行
政
指
導
の
対
象
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
み
は
正
し
く
分
別
し
、
ル
ー
ル
を
守
っ

て
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

　
不
法
投
棄
が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
市
の

美
し
い
自
然
景
観
を
損
な
う
ば
か
り
で
な
く
、

地
域
の
土
壌
や
水
質
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
不
法
投
棄
に
よ
っ

て
私
た
ち
の
生
活
環
境
が
損
な
わ
れ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
「
不

法
投
棄
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」
意
識
を
も

ち
、
自
分
の
ご
み
は
自
分
で
片
付
け
ま
し
ょ

う
。

　
東
御
市
を
含
む
佐
久
地
域
周
辺
12
市
町
村

で
構
成
さ
れ
た
佐
久
地
域
流
域
水
循
環
研
究

検
討
委
員
会
は
、
地
域
共
有
の
貴
重
な
財
産

で
あ
る
水
資
源
を
未
来
に
確
実
に
継
承
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
佐
久
地
域
流
域

水
循
環
計
画
（
仮
称
）
策
定
に
つ
い
て
研

究
・
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
皆
さ
ん
か
ら
ご

意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

❖
回
答
方
法
　
左
記
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら

　
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

❖
回
答
期
間
　
４
月
３
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
24
日
（
金
）

　
例
年
４
月
29
日
に
開
催
し
て
い
ま
し
た
地

芝
居
「
祢
津
東
町
歌
舞
伎
」
の
上
演
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

中
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
設
立
さ
れ

た
日
に
、
毎
年
テ
ー
マ
を
決
め
て
世
界
各
国

で
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
の
テ
ー
マ
は
「
看
護
師
と
助

産
師
を
支
援
す
る
」
で
す
。

　
医
療
を
提
供
す
る
看
護
師
と
助
産
師
の
果

た
す
重
要
な
役
割
に
光
を
あ
て
、
そ
の
人
的

資
源
の
充
実
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
は
「
看
護
師
と
助
産
師
の
国

際
年
」
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
れ
ば
、
２
０
３
０
年

ま
で
に
、
世
界
の
す
べ
て
の
人
が
必
要
な
医

療
と
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、
看
護
師
と
助
産
師
を
９
０

０
万
人
増
や
す
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
野
焼
き
を
行
っ
た
者
、
廃
棄
物（
ご
み
）

を
み
だ
り
に
捨
て
た
者
に
は
、
５
年
以
下

の
懲
役
も
し
く
は
１
０
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
（
法
人
に
は
３
億
円
ま
で
加
重
が
あ

り
ま
す
）
ま
た
は
そ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ

ま
す
。
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
第
25
条
）

野
焼
き
を
行
う
際
は

周
囲
に
配
慮
を
し
ま
し
ょ
う

４
月
７
日
は
世
界
保
健
デ
ー

～Health for A
ll

～

廃
棄
物（
ご
み
）の
不
法
投
棄
は
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

佐
久
地
域
流
域
水
循
環
計
画（
仮
称
）

策
定
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

募
集

地
芝
居
﹁
祢
津
東
町
歌
舞
伎
﹂
中
止

アンケート

問
／
佐
久
市
　
環
境
政
策
課

　
　
　
　
☎
０
２
６
７
︱
62
︱
２
９
１
７

　
　
生
活
環
境
課
　
環
境
対
策
係  

☎
64
︱
５
８
９
６

問
／
生
活
環
境
課
　
環
境
対
策
係  

☎
64
︱
５
８
９
６

問
／
生
活
環
境
課
　
環
境
対
策
係  

☎
64
︱
５
８
９
６

問
／
教
育
課
　
文
化
財
係　

☎
75
︱
２
７
１
７

問
／
健
康
保
健
課
　
保
健
係

　
☎
64
︱
８
８
８
２
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情 報 コ ー ナ ー

❖活動期間　５月後半～令和３年2月　※活動日は変更になる場合があります。
❖場　　所　祢津地区奈良原、北御牧地区芸術むら公園（現地集合、現地解散）
❖持 ち 物　おにぎり、水筒、敷物、着替え、帽子、軍手、長靴、雨具（小雨決行）
❖申込方法　４月20日（月）までに、右記二次元コードよりお申し込みください。
❖事前説明会

❖活動内容　お散歩、どろんこ遊び、水遊び、宝集め、軽食づくり、やりたいこと等

❖その他　・市外の方もお申し込みいただけますが、応募多数の場合には市内の方優先となります。
　　　　　・いずれの活動も説明会への参加が必須となります。
　　　　　・ドキドキ、ニコニコでは説明会に集中していただけるよう託児の部屋をご用意します。

里山探検参加申込

　
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
、
市
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ア
イ
デ
ア

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
市
政
運
営
に
活
か
し

ま
す
。

❖
受
付
期
間

　
４
月
１
日
（
水
）
～
30
日
（
木
）

❖
提
言
の
テ
ー
マ
　
市
政
全
般

❖
提
言
書
の
記
入
方
法
　
用
紙
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。
ま
た
、
投

書
箱
設
置
場
所
に
も
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
。

❖
提
言
書
の
送
付
方
法

　
投
書
箱
へ
の
投
か
ん
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　
Ｅ
メ
ー
ル

❖
投
書
箱
の
設
置
場
所

　
市
役
所
本
館
１
階
・
市
民
ラ
ウ
ン
ジ
、
北

　
御
牧
庁
舎
１
階
、
中
央
公
民
館
２
階

❖
提
言
書
の
取
り
扱
い

・
正
確
な
記
入
が
な
い
場
合
は
、
回
答
し

　
ま
せ
ん
。

・
個
人
が
特
定
で
き
な
い
よ
う
に
編
集
し

　
た
う
え
で
、
市
報
と
う
み
や
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
匿
名
の
方
か
ら
の
提
言
、
ま
た
は
特
定

　
の
個
人
を
誹
謗
・
中
傷
す
る
も
の
に
つ

　
い
て
は
、
回
答
し
ま
せ
ん
。

里山探検“キラキラ” 里山探検“ドキドキ” 里山探検サークル“ニコニコ”

日時
４月17日（金）、23日（木）、28日（火）
午前10時～午前11時
※いずれかの日程に参加
※申込不要

５月16日（土）
午前９時30分～午前11時、
午後２時～午後３時30分　
※どちらかに参加

５月13日（水）
午前10時～午前11時、
午後４時30分～午後５時30分
16日（土）
午前11時30分～午後０時30分
※いずれかの日程に参加

場所 中央公民館３階　講堂 中央公民館２階　講堂

里山探検“キラキラ” 里山探検“ドキドキ” 里山探検サークル“ニコニコ”

活動日 月１～２回（全26回）
原則第１・第３火曜日の予定

月１～２回（全15回）
土曜日

月１～２回（全18回）
土曜日または日曜日

時間 午前10時～午後１時頃 午前10時～午後２時30分頃 午前10時～午後２時30分頃　

対象 未就園児とその保護者
※心配な方はご連絡ください。

年中児、年長児、小学１年生
（原則子どものみ）

里山遊び、外あそびに興味のある
ご家庭
※子どものみの参加不可、必ず保
　護者が同伴してください。

定員 約30組 30名（新規申し込みの方優先） 40家庭（応募多数の場合は抽選）

参加費 参加毎に１家庭500円、
登録費500円

年間30,000円
内訳：参加１回2,000円
（傷害保険料、整備費等含む）
※活動に参加されない場合でも、
　割り戻しは行いません。

参加毎に１名100円（傷害保険料）、
登録費１家庭前期・後期各5,000円
（整備費、利用料等含む）

令和２年度里山探検参加者募集　

市
政
へ
の
提
言
﹁
私
の
ひ
と
こ
と
﹂
HP

　　・問／東御の子どもの元気な育ちを支えるネットワーク　里山探検事務局（（公財）身体教育医学研究所）
　　　　　東御市総合型地域スポーツクラブ設立準備委員会　☎・Ⓕ61－6148
　　　　　（文化・スポーツ振興課　スポーツ係）

申込

問
／
企
画
振
興
課
　
企
画
政
策
係

　
☎
64
︱
５
８
９
３
　
Ⓕ
63
︱
５
４
３
１

　kikaku@
city.tom

i.nagano.jp
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情 報 コ ー ナ ー

❖
日
時
　
４
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
午
後
５
時

❖
場
所
　
東
御
消
防
署
２
階
　
会
議
室

❖
講
習
内
容
　
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
方
法
、
異
物
の
除
去
法
、
止
血
法

❖
服
装
・
持
ち
物
　
実
技
の
で
き
る
服
装
、

筆
記
用
具
、
ハ
ン
カ
チ

❖
申
し
込
み
　
申
込
書
に
記
入
し
、
東
御
消

防
署
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り

の
上
田
地
域
広
域
連
合
所
属
の
消
防
署
へ

お
越
し
い
た
だ
き
申
込
書
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
上
田
地
域
広
域
連
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

❖
申
込
期
限
　
４
月
20
日
（
月
）

❖
そ
の
他

・
受
講
料
は
無
料
で
す
。
講
習
終
了
後
に

修
了
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

・
消
防
本
部
で
は
、
「
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ

講
習
（
ｅ
ー
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
」
を
活
用

し
て
お
り
、
こ
ち
ら
で
事
前
学
習
を
し

て
い
た
だ
く
と
、
講
習
が
２
時
間
に
短

縮
さ
れ
ま
す
。

・
定
員
に
な
り
次
第
、
募
集
を
締
め
切
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

❖
日
時
　
５
月
26
日
（
火
）
　

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

❖
場
所
　
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
２
階
　

　
　
　
　
会
議
室

❖
持
ち
物
　
筆
記
用
具

※
ダ
ン
ボ
ー
ル
式
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
基
材

　
等
は
、
無
償
で
提
供
し
ま
す
。

❖
申
込
期
限
　
４
月
30
日
（
木
）

❖
日
時
　
５
月
27
日（
水
）～
10
月
28
日（
水
）

　
　
　
　
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
～
午
後
９
時

❖
受
講
回
数
　
22
回
（
入
門
課
程
）

❖
受
講
料
　
４
０
０
０
円
（
令
和
２
年
度
入

門
課
程
分
。テ
キ
ス
ト
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
代
含
む
）

❖
場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

❖
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
の

　
方
で
２
年
間
講
座
に
参
加
で
き
る
方

❖
募
集
人
数
　
20
名

❖
募
集
期
間
　
４
月
１
日（
水
）～
28
日（
火
）

❖
そ
の
他
　
令
和
２
年
度
に
入
門
課
程
、
令

和
３
年
度
に
基
礎
課
程
を
学
び
ま
す
。
　

❖
緑
化
推
進
事
業
補
助
金

　
対
象
　
花
壇
づ
く
り
の
た
め
の
花
苗
お
よ

　
び
資
材
、
機
械
の
借
上
料
な
ど
の
経
費
の

　
一
部

※
道
路
沿
線
、
公
民
館
、
集
会
所
等
に
区

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
花
苗
等
を
植

栽
す
る
場
合

❖
生
垣
設
置
お
よ
び
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
事

　
業
補
助
金

　
対
象
　
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
撤
去
し

　
た
り
、
生
垣
を
設
置
す
る
経
費
の
一
部

※
市
内
に
所
有
し
て
い
る
住
宅
ま
た
は
事

業
所
の
道
路
に
面
し
た
場
所
に
事
業
を

お
こ
な
う
場
合

❖
雨
水
貯
留
槽
設
置
補
助
金

　
対
象
　
雨
水
貯
留
槽
の
設
置
に
要
す
る
経
費

※
貯
留
槽
本
体
お
よ
び
こ
れ
に
付
随
す
る

配
管
部
分
の
み

❖
そ
の
他

・
補
助
金
を
活
用
す
る
際
は
、
必
ず
着
工

前
（
購
入
前
）
に
補
助
申
請
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

・
詳
細
な
交
付
要
件
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❖
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
等
設
置
補
助
金

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
　

補
助
金
額
：
１
万
４
０
０
０
円
／
kW
（
上

限
７
万
円
）

定
置
型
蓄
電
池
　

補
助
金
額
：
設
置
費
用
の
１
／
10
（
上
限

10
万
円
）
　
対
象
：
太
陽
光
発
電
設
備
で

発
電
し
た
電
力
を
蓄
電
し
、
太
陽
光
発
電

設
備
と
連
携
す
る
も
の
で
未
使
用
の
も
の

❖
住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム
設
置

補
助
金
　
補
助
金
額
：
１
基
あ
た
り
３
万

円（
た
だ
し
、
１
住
宅
に
つ
き
１
基
の
み
）

❖
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ
設
置
補
助
金

　
補
助
金
額
：
設
置
費
用
の
１
／
５
（
上
限

　
５
万
円
）

❖
電
気
自
動
車
購
入
補
助
金
　
補
助
金
額
：

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
導
入
事
業

費
補
助
金
（
Ｃ
Ｅ
Ｖ
補
助
金
）
の
１
／
５

　
対
象
：
Ｃ
Ｅ
Ｖ
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て

電
気
自
動
車
を
購
入
す
る
方

❖
注
意
事
項

・
太
陽
光
・
太
陽
熱
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

補
助
金
は
、
工
事
着
工
前
に
必
ず
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
者
本
人
が
居
住

す
る
、
市
内
の
住
宅
に
設
置
す
る
も
の

が
補
助
の
対
象
で
す
。

・
当
年
度
予
算
が
な
く
な
り
次
第
、
受
付

を
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

講
座
・
教
室

定
期
普
通
救
命
講
習
会

令
和
２
年
度
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
生
募
集

ダ
ン
ボ
ー
ル
式
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

講
習
会

補
助
金

緑
化
等
お
よ
び
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去

に
関
す
る
補
助
金
制
度

HP

地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
補
助
金
HP

問
／
東
御
消
防
署
　
救
急
係

　
☎
62
︱
０
１
１
９

HP

　http://www.area.ueda.nagano.jp/

　
　
・
問
／
生
活
環
境
課
　
ク
リ
ー
ン
リ
サ

イ
ク
ル
係
（
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

☎
・
Ⓕ
63
︱
６
８
１
４

　
　
・
問
／
福
祉
課
　
福
祉
援
護
係

☎
64
︱
８
８
８
４
　
Ⓕ
64
︱
８
８
８
０

申
込

申
込

　
　
・
問
／
建
設
課
　
都
市
計
画
係

☎
64
︱
５
９
１
４

　
　
・
問
／
生
活
環
境
課
　
環
境
対
策
係

☎
64
︱
５
８
９
６

申
請

申
請
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 掲載をご希望の方は、希望掲載日（毎月１日・1６日）
の２カ月前までに下記へご連絡ください。ただし、市
の基準により掲載できない場合もあります。
●東御市企画振興部企画振興課 広報担当まで
　
　☎64－5806 Ⓕ63－5431

　shiho-tomi＠city.tomi.nagano.jp

　不動産取得税は、不動産（土地・家屋）を取得したとき
に、取得した方に納めていただく税金（県税）です。土地
や家屋を購入された場合などは、所有権移転の登記月から
概ね５カ月後に、納税通知書をお送りしますので納税をお
願いします。
　住宅等を新築された場合は、通常、新築された翌年８月
頃に納税通知書をお送りします。（特例控除によって免税
点未満となり、納税通知書が送付されない場合もあります。）
　また、不動産を取得した場合は、不動産取得申告書の提
出をお願いします。
県公式ホームページ  http://www.pref .nagano.
lg.jp/zeimu/　kurashi/kenze/aramashi/aramashi/
fudosan/index.html
●問／県東信県税事務所課税課課税第二係　
　　　☎0267−63−3138　
　　　　 zei-toshin@pref.nagano.lg.jp

○訓練期間／５月13日（水）～８月12日（水）
　　　　　　（土・日曜日、祝日は休校）
○訓練場所／アナハイムパソコンスクール
　　　　　　（上田市御所607）
○内容／日商PC検定３級（文書作成・データ活用）の資格

取得に向けて基礎から学び、早期就職を目指す３
　　　　カ月間の公共職業訓練を２コース開講します。

（託児サービスあり）
○費用／テキスト代、日商PC検定受験料等
　　　　（入校料、授業料は無料）
○対象／求職中の方
○定員／育児コース８名、一般コース12名
　　　　（託児定員３名）
○申込期限／４月15日（水）
○申込先／ハローワーク公共職業訓練担当窓口
○入校選考／４月23日（木）午後１時30分～
●問／長野県工科短期大学校　☎39−1111
　　　HP　http://www.pit-nagano.ac.jp/

○日時／４月18日（土）、26日（日）
　　　　５月16日（土）、24日（日）
　　　　６月20日（土）、28日（日）
　　　　いずれも午前10時30分～午前11時30分
○場所／芸術むら公園　芝広場
○対象／どなたでも参加できます。
○持ち物／ヨガマット（持っている方）
　　　　　※ヨガマット貸し出しもあります。（先着順）
○参加費／500円
○その他／雨天中止（まる屋のFacebookをご覧いただく
　　　　　か、またはお問い合わせください。）
●問／まる屋（小林）☎090−1112−6283
　　　

○日時／まいしゅう　どようび　
　　　　ごご１じ30ぷん～ごご３じ
○場所／ちゅうおうこうみんかん
○対象／にほんごを　べんきょうしたい　がいこくのひと
○参加費／1,000えん（１ねんかん）
●　　・問／「あいうえお」の会（おだぎり）
　　　　　　☎090−9010−6684

　長野県内の事業所で働く全ての労働者に適用される「長
野県最低賃金」が、令和元年10月４日（金）から848円
に改正されました。この機会に、ぜひ賃金の確認をしてみ
てください。また、賃金の引き上げに向けた中小企業への
助成金等支援制度がありますので、ご活用ください。
●問／長野労働局労働基準部賃金室　☎026−223−0555
　　　上田労働基準監督署　☎22−0338

○募集コース／電気設備技術科、ビル設備サービス科　
○訓練期間／７月１日（水）～12月25日（金）（６カ月訓練）
○場所／ポリテクセンター長野（長野市吉田４−25−12）
○対象／ハローワークに求職の申し込みをしている方
○定員／各15名
○受講料／無料（テキスト代等　別途）
○内容／ものづくりの技術、設備の保守などの知識・技能・技

術を身に付け、早期に就職をしていただくための
公共職業訓練です。

○申し込み／４月２日（木）～６月12日（金）の間に、お
　近くのハローワークへお申し込みください。
●問／ポリテクセンター長野　☎026−243−7856

長野県内の最低賃金改正のお知らせ

不動産取得税について

公共職業訓練７月開講コース期 受講生募集

パソコン基礎科
育児等との両立コース、一般コース受講生募集

日本語教室（にほんごきょうしつ）

青空ヨガ教室

※ホワイトボードに掲載しているイベント等の実施状況は、各種団体にお問い合わせください。

申込
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情 報 コ ー ナ ー

❖ラジオ市報とうみ　
　毎日　【朝】午前７時40分～45分　　　　　　　　　
　　　　【夕】午後６時40分～45分
❖告別式のお知らせ
　毎日　ラジオ市報とうみ【夕】の放送時間内
❖地域おこし協力隊活動中　
　毎月第１・第３月曜日　午前９時30分～午前10時
❖とうみ日和〜ラジオ市長室〜　
　毎月第４または第５火曜日　午前11時～午前11時30分
❖市民情報広場　
　毎月第２・第４木曜日　午前８時25分～午前８時40分

　はれラジアプリ内の「通知一覧」では、市からのお知ら
せを閲覧することができます。「メール配信＠とうみ」で
配信した内容や、市報とうみの掲載内容（一部抜粋）、各
課からのお知らせ等を随時配信していますので、ぜひご活
用ください。

❖防災ラジオで聴くには
　市民の皆さまに無料貸与している防災ラジオの電
源を入れると、はれラジの放送が流れます。
❖スマートフォンで聴くには
　「FM＋＋（エフエムプラプラ）」の
アプリをインストール後、「はれ
ラジ」を選択してください。市
内・市外を問わず、どこでもご利
用いただけます。

　市では、はれラジを通して緊急情報や行政情報番組などを放送しています。

❖パソコンで聴くには
　はれラジのホームページから、「はれラジをパソ
コンで聴く！」をクリックしてください。

※アプリ・ホームページの利用料は無料ですが、通信
　料は利用者負担となります。

スマートフォン用アプリ
「FM++」

令和２年度番組一覧

アプリ文字情報

４月１日 ㈬ 令和２年加沢区立志式
２日 ㈭ 令和元年度東御清翔高校学習発表会
３日 ㈮ どんどこ！巨大紙相撲大会 雷電東御場所

４日 ㈯ 健康づくり講演会「特定健診と結果の見方」
講師：松河敬子氏（東御市民病院内科医）

５日 ㈰ 第36回TNSジャズオーケストラ定期演奏会
６日 ㈪ 月刊とうみチャンネル３月号<前半>
７日 ㈫ 月刊とうみチャンネル３月号<後半>

８日 ㈬ 月刊とうみキッズ４月号
（くるみ幼稚園卒園式・和保育園卒園式）

９日 ㈭ 学校だより３月号
（祢津小６年モルドバ応援壁画制作）

10日 ㈮ 令和元年度卒業式～東御清翔高校～
11日 ㈯ 令和元年度卒業式～東部中学校～

12日 ㈰
令和元年度卒業式～北御牧中学校～
午後９時～（予定）生中継「東御市長選
挙・東御市議会議員補欠選挙開票速報」

13日 ㈪ 令和元年度卒業式～田中小学校～
14日 ㈫ 令和元年度卒業式～滋野小学校～
15日 ㈬ 令和元年度卒業式～袮津小学校～
16日 ㈭ 令和元年度卒業式～和小学校～

17日 ㈮ 令和元年度卒業式～北御牧小学校～
18日 ㈯ どんどこ！巨大紙相撲大会 雷電東御場所
19日 ㈰ 東御市消防団音楽隊第14回定期演奏会
20日 ㈪ 令和２年度入学式～田中小学校～
21日 ㈫ 令和２年度入学式～滋野小学校～
22日 ㈬ 令和２年度入学式～祢津小学校～
23日 ㈭ 令和２年度入学式～和小学校～
24日 ㈮ 令和２年度入学式～北御牧小学校～
25日 ㈯ 令和２年度入学式～東部中学校～
26日 ㈰ 令和２年度入学式～北御牧中学校～

27日 ㈪ 健康づくり講演会「特定健診と結果の見方」
講師：松河敬子氏（東御市民病院内科医）

28日 ㈫ 学校だより４月号

29日 ㈬ 月刊とうみキッズ４月号
（くるみ幼稚園卒園式・和保育園卒園式）

30日 ㈭ 自然は招く　御牧原台地の四季

５月１日 ㈮ フレイル予防講演会「いつまでも若々しく
過ごすための秘訣！」講師：清野諭氏

２日 ㈯ 第16回東御市合唱祭＜前半No.１～８＞
３日 ㈰ 第16回東御市合唱祭＜後半No.９～17＞

再
再
再

再

再

再
再
再

再
再
再
再

再

再

再

再
再
再

再
再
再

放送日 内容 出演
４月９日・23日 消費生活相談 生活環境課

【放送時間　午前９時〜　午後３時〜　午後９時〜】
とうみチャンネル番組案内　CATV004chで放送中

行政情報ラジオ番組案内　はれラジ（エフエムとうみ）78.5MHzで放送中

問／上田ケーブルビジョン　☎23－1600　　企画振興課　広報統計係　☎64－5806

問／はれラジ（エフエムとうみ）☎63－1003　　
　　企画振興課　広報統計係　☎64－5806
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今
年
度
の
育
成
会
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　
こ
れ
か
ら
の
世
代
を
築
く
青
少
年
が
心
豊
か
に
育
つ
よ
う
、
市
内
の
各
区
・
地
区
で
は
子
ど

も
会
・
育
成
会
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
ふ
だ
ん
家
庭
で
は

で
き
な
い
体
験
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
地
域
の
伝
統
文
化
と
の
ふ
れ
合
い
、
工
作
や
調
理
、
ス

ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
様
々
な
活
動
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。世
代
の
違
う
方
と
ふ
れ
合
い
、思
い
っ

き
り
楽
し
む
こ
と
は
子
ど
も
の
自
信
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
安
心
・
安
全
に
活

動
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　
教
育
課　
青
少
年
教
育
係　
☎
64

－
５
９
０
６

会
長　

山や
ま
ざ
き崎　

康こ
う
い
ち一

会
長　

山や
ま
ぎ
し岸　

公き
み
の
ぶ宣

会
長　

塩し
お
か
わ川　

壽ひ
さ
と
も友

部
会
長　

後ご
と
う藤　
富ふ

み

お
美
男

会
長　

関せ
き　
清き

よ
ひ
で英

地
域
で
育
て
よ
う
お
ら
ほ
の
子
ど
も

　

今
年
度
、
田
中
育
成
協
議
会
は
長
い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、
田
中

地
区
地
域
づ
く
り
の
会
青
少
年
育
成
部
会
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
新
規
事
業
と
し
て
8
月
6

日
に
こ
ど
も
サ
ロ
ン
を
開
催
し
、
約
60
名
の
小
中
学
生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
午
前
中
は
夏
休
み
の
宿
題
を
し
、

そ
の
後
班
ご
と
に
カ
レ
ー
を
作
り
昼
食
。
午
後
は
皆
で
遊
び
、
お

や
つ
作
り
も
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
と
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま

し
た
。

　

和
地
区
「
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
」
２
日
目
の
午
前
中
に
ふ
る
さ
と

学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
地
域
の
方
や
和
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
和
地

区
育
成
会
役
員
、
和
小
学
校
５
、６
年
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
０

名
の
皆
さ
ん
に
工
作
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の
８
つ
の
コ
ー
ナ
ー
で
指
導

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

も
熱
心
に
取
組
ん
で
い
た
だ
き
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も

ら
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
写
真
は
竹
で
作
っ
た
弓
矢
で
遊
ん
で

い
る
場
面
で
す
。

　

祢
津
っ
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
毎
年
6
月
の
末
に
行
わ
れ
、

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
形
式
で
1
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
の
子
ど
も
達

が
チ
ー
ム
で
祢
津
地
区
の
文
化
財
・
史
跡
を
巡
り
ま
す
。
コ
ー
ス

の
指
示
図
に
従
い
、
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
順
路
を
探
し
な
が
ら
歩

き
、
途
中
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
地
域
の
皆
さ
ん
よ
り
説
明
を

聞
き
、
問
題
を
解
き
な
が
ら
次
へ
の
ポ
イ
ン
ト
に
向
か
い
ま
す
。

今
年
度
は
祢
津
小
学
校
か
ら
金
井
地
区
方
面
の
地
区
を
中
心
に
歩

き
ま
し
た
。

　

長
期
休
み
の
平
日
を
使
い
、
年
3
回
宿
題
支
援
や
家
庭
支
援
を

目
的
に「
ふ
れ
あ
い
子
供
塾
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は「
夏

休
み
思
い
き
り
遊
び
、
宿
題
も
や
る
ぞ
会
」
の
1
日
を
紹
介
し
ま

す
。午
前
は
集
中
し
て
宿
題
を
し
て
、昼
食
は
皆
で
カ
レ
ー
を
作
っ

て
食
べ
ま
し
た
。
午
後
は
地
元
の
高
校
生
や
大
学
生
と
一
緒
に
、

学
校
の
敷
地
内
に
落
ち
て
い
る
枝
等
を
拾
い
遊
び
道
具
を
作
っ
て

遊
び
、
ス
イ
カ
割
り
や
ボ
ッ
チ
ャ
も
行
い
楽
し
く
充
実
し
た
1
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

北
御
牧
地
区
一
周
駅
伝
大
会
は
、
昨
年
度
を
も
っ
て
、
中
学
校

主
催
で
の
実
施
が
終
了
し
ま
し
た
。
第
55
回
目
に
な
る
大
会
に
つ

な
い
で
い
き
た
い
と
、
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
中
心
に
な
っ
て
検
討
・

計
画
を
し
て
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
11
月
30
日
に
実
施
で
き
ま

し
た
。
19
区
間
を
前
半
、
後
半
に
分
け
、
中
学
生
3
チ
ー
ム
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
チ
ー
ム
、
一
般
（
ハ
ー
フ
）
で
合
計
タ
イ
ム
を
競

い
ま
し
た
。
育
成
会
と
し
て
、
今
後
も
協
力
・
応
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
こ
ど
も
サ
ロ
ン
」

「
ふ
る
さ
と
学
習
」

「
祢
津
っ
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

「
ふ
れ
あ
い
子
供
塾
」

「
北
御
牧
地
区
一
周
駅
伝
大
会
」

田
中
地
区
地
域
づ
く
り
の
会
青
少
年
育
成
部

和
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

祢
津
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

し
げ
の
里
づ
く
り
の
会（
青
少
年
育
成
部
会
）

北
御
牧
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
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近
年
、
多
発
す
る
自
然
災
害
に
対
し
、
地
域
の

安
全
と
安
心
を
守
る
た
め
に
活
動
す
る
消
防
団
は

ま
さ
に
地
域
防
災
力
の
要
で
あ
る
と
自
負
し
て
お

り
ま
す
。
普
段
か
ら
有
事
に
際
し
て
の
心
構
え
を

も
ち
、
訓
練
を
積
み
重
ね
、
様
々
な
知
識
を
習
得

す
る
こ
と
で
、
地
域
防
災
力
向
上
の
一
翼
を
担
い
、

地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
10
月
に
発
生
し
た
台
風
第
19
号
に
よ
り
、

東
御
市
も
甚
大
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
消
防
関

係
者
や
地
域
の
皆
さ
ま
の
一
丸
と
な
っ
た
警
戒
活

動
や
避
難
所
開
設
等
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
消
防
団
員
も
昼
夜
を
問
わ
ず
、
地

元
住
民
の
た
め
警
戒
活
動
、
避
難
誘
導
に
携
わ
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
消
防
団
と
地
域
の
連

携
を
よ
り
一
層
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
消
防
の
精
神
と
誇
り
を
胸
に
、
消
防
団
員
一

丸
と
な
っ
て
、
消
防
団
活
動
に
邁
進
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
団
活
動
へ
の
ご
理
解
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
度
が
、
東
御
市
に
と
っ
て
、
災
害
の
な
い

平
穏
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
祈
念
し
ま
す
。

　
昨
年
４
月
か
ら
消
防
団
組
織
の
再
編
に
よ
り
、

聖
区
か
ら
初
め
て
の
消
防
団
員
と
し
て
東
御
市
消

防
団
へ
入
団
し
ま
し
た
。
ま
さ
か
自
分
が
消
防
団

に
入
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
訓
練
や
大
会
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
入
団
1
年

目
で
、
台
風
第
19
号
と
い
う
災
害
を
経
験
し
、
聖

区
の
火
災
現
場
に
も
出
動
し
ま
し
た
。
実
際
目
の

当
た
り
に
す
る
と
、
思
っ
て
い
た
よ
り
活
動
が
大

変
だ
っ
た
の
が
正
直
な
感
想
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
私
で
も
活
動
を
継
続
で
き
て

い
る
の
も
、
分
団
長
を
は
じ
め
と
す
る
先
輩
団
員

の
指
導
や
一
緒
に
活
動
し
て
き
た
仲
間
の
助
け
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
の
団
員
確
保
は
困
難
な
事
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
が
、
こ
う
し
た
仲
間
の
協
力
が
あ
れ
ば
、
今

後
も
新
入
団
員
は
、
安
心
し
て
活
動
し
て
い
け
る

と
思
い
ま
す
。
地
域
の
安
全
と
安
心
を
一
緒
に

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

団
　
長	

　
町
田
　
佳
彦

副
団
長	

　
丸
山
　
貴
弘

副
団
長	

　
市
川
　
　
努

本
部
長	

　
竹
内
　
秋
一

第
１
分
団
長	

　
小
林
　
　
純

第
２
分
団
長	

　
山
浦
　
光
喜

第
３
分
団
長	

　
柏
原
　
　
明

第
４
分
団
長	

　
成
澤
　
貴
広

第
５
分
団
長	

　
尾
山
　
直
樹

第
６
分
団
長	

　
青
木
　
義
周

ラ
ッ
パ
長	

　
饗
場
　
隆
史

音
楽
隊
長	

　
笠
井
　
昌
鷹

第
１
副
分
団
長	

　
渡
辺
　
和
宏

第
２
副
分
団
長	

　
坂
田
　
裕
樹

第
３
副
分
団
長	

　
荒
井
　
俊
準

第
４
副
分
団
長	

　
竹
内
　
直
弘

第
５
副
分
団
長	

　
依
田
　
宣
征

第
６
副
分
団
長	

　
野
﨑
　
祐
介

副
ラ
ッ
パ
長	

　
依
田
　
貴
義

副
音
楽
隊
長	

　
市
川
　
寿
人

副
本
部
長	

　
大
塚
　
君
和

副
本
部
長	

　
栁
澤
　
大
作

副
本
部
長	

　
滝
澤
　
秀
幸

本
部
班
長	

　
中
村
　
元
徳

団
長
の
こ
と
ば

地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る
た
め
の
消
防
団

Ｈａｐ
ｐ
ｙ
団
員
紹
介

消防団長

町
まち

田
だ

 佳
よし

彦
ひこ

第 2 分団

第 3 部
（聖区）

相
さが

良
ら

 優
ゆう

喜
き

令
和
２
年
度 

本
部
役
員
紹
介

東
御Happy

はっぴー 法被

通 信 第12号

●問い合わせ先　東御市消防団（本部）　☎ 62－0119（東御消防署内）　

今
後
の
予
定

●
４
月
５
日（
日
）　
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル

　
東
御
市
消
防
団
任
命
式

●
６
月
14
日（
日
）　
北
御
牧
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
第
17
回
東
御
市
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
、
消
防

ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
　

●
６
月
28
日（
日
）　
上
田
市
丸
子
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
　
第
62
回
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
上
小
大
会
、
第

43
回
上
小
消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
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か
ら
見
え
た
男
女
協
働
で
の
災

害
対
応
等
に
つ
い
て
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
：
東
御
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委

員
会
の
皆
さ
ん
　
　
　
　

7
名

■
第
４
回

テ
ー
マ
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
と
市
民
病

院
に
つ
い
て
」

日
　
時
：
令
和
元
年
11
月
６
日
（
水
）

	

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

概
　
要
：
レ
ジ
袋
削
減
に
関
す
る
取
り
組

み
や
市
民
病
院
再
編
の
状
況
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

参
加
者
：
東
御
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

の
皆
さ
ん
　
　
　
　
　
　
22
名

　
市
で
は
、
開
か
れ
た
市
政
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
市
長
が
市
民
団
体
や
グ

ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
と
直
接
語
り
合
う
「
市

長
と
語
る
車
座
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
開
催
さ
れ
た
４
回
の
車
座
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
様
子
を
ご
報
告
し
ま
す
。

　
ま
た
、
応
募
方
法
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
第
1
回

テ
ー
マ
「
東
御
市
の
子
育
て
環
境
に
つ
い

て
」

日
　
時
：
令
和
元
年
9
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
2
時
30

分

概
　
要
：
子
育
て
し
な
が
ら
働
き
や
す
い

環
境
や
子
ど
も
の
遊
び
場
の
充

実
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
：
す
く
す
く
マ
マ
～
ず
、
田
中
の

び
の
び
っ
こ
、
祢
津
の
び
の

び
っ
こ
、
滋
野
の
び
の
び
っ
こ
、

和
の
び
の
び
っ
こ
、
外
遊
び
の

会
、
当
日
参
加
保
護
者
の
皆
さ

ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
名

■
第
2
回

テ
ー
マ
「
働
く
若
者
の
声
を
市
政
に
伝
え

る
」

日
　
時
：
令
和
元
年
10
月
7
日
（
月
）

　
　
　
　
午
後
7
時
～
午
後
8
時
30
分

概
　
要
：
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方

や
移
住
定
住
へ
の
取
り
組
み
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

参
加
者
：
N
E
T
'
S
、
東
御
市
農
業
青

年
ク
ラ
ブ
、
東
御
市
商
工
会
青

年
部
、
M
O
V
E
！
1
0
3

会
、
東
御
市
消
防
団
の
皆
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
18
名

■
第
３
回

テ
ー
マ
「
市
長
が
考
え
る
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
」

日
　
時
：
令
和
元
年
10
月
31
日
（
木
）

	

午
後
４
時
～
午
後
６
時

概
　
要
：
令
和
元
年
度
台
風
第
19
号
災
害

※
当
日
の
概
要
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

市
長
と
語
る

車
座
ミ
ー
ティン
グ
開
催
結
果

令和元年度

●
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
振
興
課
　
企
画
政
策
係

　
☎
64

－

５
８
９
３

　
令
和
２
年
市
議
会
３
月
定
例
会
が
２
月

20
日
開
会
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
初
日
に
は
、
令
和
２
年
度
の

一
般
・
特
別
会
計
お
よ
び
公
営
企
業
会
計

の
各
予
算
案
の
ほ
か
、
平
成
31
年
度
各
会

計
の
補
正
予
算
案
、
条
例
案
、
人
事
案
等

37
議
案
が
提
案
さ
れ
、
３
月
９
日
に
は
令

和
２
年
度
お
よ
び
平
成
31
年
度
一
般
会
計

の
補
正
予
算
２
議
案
を
追
加
し
、
計
39
議

案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
５
日
と
６
日
に
は
、
９
名
の
議
員

か
ら
市
政
運
営
等
に
つ
い
て
の
個
人
質
問

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
９
日
に
は
、
総
括
質

疑
・
委
員
会
付
託
が
な
さ
れ
、
10
日
か
ら

各
常
任
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
等
の

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
18
日
に
は
、
予
算
決
算
特
別
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
常
任
委
員
会
で
予
備
審
査
さ

れ
た
各
予
算
案
に
つ
い
て
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
な
お
、
今
定
例
会
の
審
議
結
果
等
の
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
５
月
発
行
の
「
市

議
会
だ
よ
り
（
第
65
号
）」
に
掲
載
さ
れ

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
議
会3月

定
例
会

令
和
２
年
度

各
会
計
予
算
等
を
審
議

●
問
い
合
わ
せ
先

　
議
会
事
務
局
　
☎
64

－

５
８
１
０
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副
院
長

  

服
部
　
和
裕

副
院
長

  

岩
橋
　
輝
明

令和2年度 東御市の組織一覧です市　長
花岡　利夫

副市長
田丸　基廣

〈
市
民
病
院
〉

教育長
小山　隆文

〈
教
育
委
員
会
事
務
局
〉

（
課
長
兼
務
）

織
田
　
秀
雄

高
橋
　
則
幸

大
塚
　
明
成

大
塚
　
伸
夫

（
防
災
係
長
兼
務
）

石
井
　
　
誠

掛
川
　
一
郎

上
田
　
仁
史

荒
井
　
宗
武

小
宮
山
勇
司

正
村
　
宣
広

岩
下
美
代
子

山
崎
　
直
樹

西
澤
　
好
美

安
川
　
祐
介

竹
内
　
衣
郁

花
岡
　
清
一

上
原
　
代
夫

山
浦
　
晃
隆

渡
邉
　
忠
信

柳
沢
眞
由
美

（
課
長
兼
務
）

早
川
み
ど
り

高
野
　
美
奈

秘
書
係
長

上
野
　
清
司

渡
辺
　
　
剛

（
医
事
係
長
兼
務
）

（
診
療
部
長
兼
務
）

（
医
事
係
長
兼
務
）

福
澤
　
陽
子

高
橋
　
茂
雄

須
貝
美
津
枝

松
本
　
路
生

山
家
　
　
誠

田
口
美
由
紀

荻
原
　
良
章

竹
重
　
雅
晴

岩
下
か
お
り

竹
内
　
英
輝

金
井
　
節
子

山
崎
　
隆
史

黒
澤
か
お
り

藤
沢
　
祐
子

齋
藤
　
文
護

森
山
　
悦
代

土
屋
　
岳
史

増
田
賢
一
郎

山
内
　
智
晴

正
村
　
宣
広

小
森
　
忠
久

小
宮
山
久
美

（
市
民
病
院
庶
務
係
長
兼
務
）

（
学
校
教
育
係
長
兼
務
）

庶
務
係
長

医
事
係
長（
心
得
）

診
療
情
報
管
理
係
長

健
康
管
理
科
保
健
師
長

地
域
連
携
科

　
看
護
師
長

内
科
部
長

産
婦
人
科

外
科
部
長

内
科
医
長

薬
局
長

臨
床
工
学
技
士
長

診
療
放
射
線
技
師
長

病
棟
科

　
看
護
師
長

　
副
看
護
師
長

外
来
科

　
看
護
師
長

手
術
室
・
内
視
鏡
室

　
看
護
師
長

助
産
師
長（
助
産
所
長
）

副
助
産
師
長（
副
助
産
所
長
）

副
診
療
所
長

庶
務
係
長

学
校
教
育
係
長

兼
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長

青
少
年
教
育
係
長

学
校
人
権
同
和
教
育
係
長

課
長
補
佐

文
化
財
係
長

課
長
補
佐

社
会
教
育
・
公
民
館
係
長

主
幹

課
長
補
佐

図
書
館
係
長

秘
書
課
長

  

井
出
　
政
之

患
者
支
援
部
長

（
看
護
部
長
兼
務
）

健
康
管
理
部
長

（
看
護
部
長
兼
務
）

診
療
部
長

  

川
瀨
　
泰
弘

診
療
技
術
部
長

  

中
沢
　
栄
一

医
療
事
務
部
長

  

柳
澤
　
嘉
和

診
療
情
報
管
理
部
長

（
医
療
事
務
部
長
兼
務
）

教
育
課
長

  

柳
澤
　
秀
夫

〈
議
会
事
務
局
〉（
公
平
委
員
会
事
務
局
兼
務
）

〈
監
査
委
員
事
務
局
〉

〈
農
業
委
員
会
事
務
局
〉

〈
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
〉

〈
土
地
開
発
公
社
〉

（
兼
）

生
涯
学
習
課
長

  

樋
沢
　
　
聡

課
長
補
佐

庶
務
係
長

（
議
会
事
務
局
庶
務
係
長
兼
務
）

（
担
い
手
支
援
係
長
兼
務
）

柳
橋
　
　
智

庶
務
係
長

事
務
局
次
長

（
総
務
係
長
兼
務
）

書
記
次
長

（
契
約
財
産
係
長
兼
務
）

事
務
局
次
長

事
務
局
次
長

  

林
　
　
昌
男

事
務
局
次
長

（
監
査
委
員
事
務
局
次
長
兼
務
）

書
記
長

（
総
務
課
長
兼
務
）

事
務
局
長

（
総
務
課
長
兼
務
）

事
務
局
長

（
農
林
課
長
兼
務
）

〈
上
田
地
域
広
域
連
合
〉

渋
谷
　
隆
志

岩
下
　
雄
司

介
護
障
害
審
査
課

課
長
補
佐
管
理
係
長

介
護
障
害
審
査
課

課
長
補
佐
管
理
係
長

企
画
課
長

  

柳
澤
　
　
亮

〈
身
体
教
育
医
学
研
究
所
〉

所
長

  

岡
田
　
真
平

〈
北
佐
久
郡
老
人
福
祉
施
設
組
合
〉

看
護
部
長

  

新
納
　
郁
子

助
産
所
と
う
み

総
務
課
長

  

瀬
下
　
澄
仁

総
務
部
長

  

山
田
　
正
仁

院
　
長

  

結
城
　
　
敬

市
民
生
活
部
長

  

小
林
　
秀
行

企
画
振
興
部
長

  

小
菅
　
武
志

健
康
福
祉
部
長

兼
福
祉
事
務
所
長

  

中
條
万
里
子

産
業
経
済
部
長

  

金
井
　
　
泉

都
市
整
備
部
長

  

土
屋
　
親
功

消
防
課
長

  

武
舎
　
徳
夫

企
画
振
興
課
長

  
中
村
　
昌
彦

市
民
課
長

  

坂
口
　
光
枝

子
育
て
支
援
課
長

  

岩
下
　
由
美

健
康
保
健
課
長

  

小
松
　
信
子

農
林
課
長

  

関
　
　
博
一

商
工
観
光
課
長

  

井
上
　
祐
一

建
設
課
長

  

富
山
　
直
彦

上
下
水
道
課
長

企
業
出
納
員

  

勝
山
　
　
修

会
計
管
理
者

兼
会
計
課
長

  

寺
田
　
嘉
彦

文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長

  

滝
澤
　
嘉
紀

地
域
づ
く
り
・

移
住
定
住
支
援
室
長

  

樋
沢
　
　
聡

事
務
長
（
勤
務
延
長
）

  

岩
下
　
正
浩

教
育
次
長

兼
教
育
部
長

兼
青
少
年
セ
ン
タ
ー
長

  
小
林
　
哲
三

議
会
事
務
局
長

  

横
関
　
政
史

監
査
委
員
事
務
局
長

（
議
会
事
務
局
長
兼
務
）

人
権
同
和
政
策
課
長

兼
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
長

  

赤
尾
　
秀
彦

福
祉
課
長

兼
福
祉
事
務
所
次
長

兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

  

深
井
　
芳
信

課
長
補
佐

総
務
係
長

課
長
補
佐

契
約
財
産
係
長

課
長
補
佐

財
政
係
長

防
災
係
長

情
報
推
進
係
長

課
長
補
佐

企
画
政
策
係
長

消
防
団
係
長

消
防
施
設
係
長

広
報
統
計
係
長

文
化
係
長

課
長
補
佐

ス
ポ
ー
ツ
係
長

（
兼
）地
域
づ
く
り
・

移
住
定
住
支
援
係
長

課
長
補
佐

住
民
税
係
長

資
産
税
係
長

収
税
管
理
係
長

主
幹
収
納
対
策

セ
ン
タ
ー
次
長

国
保
年
金
係
長

市
民
係
長

生
活
環
境
課
長

兼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
長

  

高
藤
　
博
幸

環
境
対
策
係
長

課
長
補
佐

ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
係
長

課
長
補
佐

生
活
安
全
係
長

参
事
税
務
課
長

兼
収
納
対
策
セ
ン
タ
ー
長

  

野
村
　
伸
弥

課
長
補
佐

人
権
同
和
政
策
係
長

男
女
共
同
参
画
係
長

主
幹

子
育
て
支
援
係
長

滋
野
保
育
園
長

田
中
保
育
園
長

祢
津
保
育
園
長

課
長
補
佐

和
保
育
園
長

北
御
牧
保
育
園
長

福
祉
推
進
係
長

課
長
補
佐

福
祉
援
護
係
長

高
齢
者
係
長

課
長
補
佐

地
域
包
括
支
援
係
長

課
長
補
佐

保
健
係
長

健
康
増
進
係
長

課
長
補
佐

農
政
係
長

担
い
手
支
援
係
長

耕
地
林
務
係
長

課
長
補
佐

商
工
労
政
係
長

課
長
補
佐

観
光
係
長

課
長
補
佐

住
宅
係
長

課
長
補
佐

管
理
係
長

都
市
計
画
係
長

課
長
補
佐

土
木
係
長

業
務
係
長

水
道
係
長

下
水
道
係
長

出
納
係
長

下
條
　
武
志

春
原
　
和
美

竹
内
　
美
衣

春
日
井
真
由
美

小
林
己
和
子

菊
地
美
和
子

安
原
　
武
志

荒
井
　
秀
夫

池
田
　
恵
子

小
林
　
裕
次

武
井
　
淳
一

土
屋
佐
知
子

重
田
　
雄
一

小
宮
山
真
二

金
井
　
清
明

清
水
　
　
悟

小
林
　
幸
司

所
　
　
健
一

武
田
　
英
俊

若
林
　
哲
也

武
井
　
英
朗

関
　
　
昌
徳

中
山
　
尉
織

別
府
　
　
裕

五
十
嵐
好
枝

み
ま
き
温
泉
診
療
所

診
療
所
長

（
整
形
外
科
） 

  

奥
泉
　
宏
康

派

　遣

　
情
報
化
の
推
進
や
、
庁
内
情
報
シ
ス
テ
ム
の
運

用
・
管
理
を
所
管
し
、
総
合
的
に
情
報
化
を
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
す
る
た
め
、
総
務
課
に
「
情
報
推
進
係
」 

を
新
設
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
課
の
「
人
権

同
和
教
育
係
」
を
「
学
校
人
権
同
和
教
育
係
」
に

名
称
変
更
し
ま
し
た
。

●
新
規
採
用
職
員（
令
和
2
年
4
月
1
日
付
14
名
）

平
林
翔
太
朗（
企
画
振
興
課
）／
花
岡
崚
哉（
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）／
大
日
向
玲
美（
市
民
課
）／

金
沢
拓
真（
子
育
て
支
援
課
）／
池
田
奈
緒（
子
育

て
支
援
課
）／
田
島
美
結（
子
育
て
支
援
課
）／
白

濱
千
尋（
福
祉
課
）／
手
島
佐
和
子（
福
祉
課
）／
片

組
織
の
変
更
等

職
員
の
新
規
採
用
及
び
退
職

桐
夏
実（
健
康
保
健
課
）／
柳
澤
紀
理
子（
健
康
保

健
課
）／
山
田
敬
昌（
建
設
課
）／
渡
辺
剛（
市
民
病

院
医
療
事
務
部
）／
依
田
健
太
郎（
市
民
病
院
診
療

技
術
部
）／
西
ま
ど
か（
市
民
病
院
看
護
部
）

●
退
職
者（
令
和
2
年
3
月
31
日
付
16
名
）

堀
内
和
子（
総
務
部
長
）／
塚
田
篤（
市
民
生
活
部

長
）／
吉
澤
健
二（
健
康
福
祉
部
長
）／
坂
井
美
嗣

（
税
務
課
長
兼
収
納
対
策
セ
ン
タ
ー
長
）／
翠
川
洋

子（
総
務
部
付
副
参
事
）／
堀
田
雄
二（
教
育
課
課

長
補
佐
）／
小
宮
山
直
樹（
生
涯
学
習
課
主
幹
）／

中
谷
節
子（
人
権
同
和
政
策
課
副
主
幹
）／
依
田
登

美
恵（
上
下
水
道
課
主
査
）／
宮
下
益
美（
教
育
課

主
査
）／
飯
島
さ
と
み（
教
育
課
主
査
）／
高
藤
悦

子（
市
民
病
院
看
護
師
）／
黒
柳
智
生（
総
務
課
課

長
補
佐
）／
小
山
佳
巳（
市
民
病
院
主
任
臨
床
検
査

技
師
）／
掛
川
隆
司（
建
設
課
主
事
）／
武
舎
和
博

（
市
民
病
院
事
務
長
・
再
任
用
任
期
満
了
）

※

カ
ッ
コ
内
は
退
職
時
の
職
名

　4月1日付けで、市職員の人事異動を行いました。本年度もよろしくお願いします。

６
次
産
業
化
推
進
室
長

  

山
邉
　
　
修

臨
床
検
査
技
師
長

管
理
栄
養
士
長

総
務
課
に
情
報
推
進
係
を
新
設

保
育
係
長

（
契
約
財
産
係
長
兼
務
）
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副
院
長

  

服
部
　
和
裕

副
院
長

  

岩
橋
　
輝
明

令和2年度 東御市の組織一覧です市　長
花岡　利夫

副市長
田丸　基廣

〈
市
民
病
院
〉

教育長
小山　隆文

〈
教
育
委
員
会
事
務
局
〉

（
課
長
兼
務
）

織
田
　
秀
雄

高
橋
　
則
幸

大
塚
　
明
成

大
塚
　
伸
夫

（
防
災
係
長
兼
務
）

石
井
　
　
誠

掛
川
　
一
郎

上
田
　
仁
史

荒
井
　
宗
武

小
宮
山
勇
司

正
村
　
宣
広

岩
下
美
代
子

山
崎
　
直
樹

西
澤
　
好
美

安
川
　
祐
介

竹
内
　
衣
郁

花
岡
　
清
一

上
原
　
代
夫

山
浦
　
晃
隆

渡
邉
　
忠
信

柳
沢
眞
由
美

（
課
長
兼
務
）

早
川
み
ど
り

高
野
　
美
奈

秘
書
係
長

上
野
　
清
司

渡
辺
　
　
剛

（
医
事
係
長
兼
務
）

（
診
療
部
長
兼
務
）

（
医
事
係
長
兼
務
）

福
澤
　
陽
子

高
橋
　
茂
雄

須
貝
美
津
枝

松
本
　
路
生

山
家
　
　
誠

田
口
美
由
紀

荻
原
　
良
章

竹
重
　
雅
晴

岩
下
か
お
り

竹
内
　
英
輝

金
井
　
節
子

山
崎
　
隆
史

黒
澤
か
お
り

藤
沢
　
祐
子

齋
藤
　
文
護

森
山
　
悦
代

土
屋
　
岳
史

増
田
賢
一
郎

山
内
　
智
晴

正
村
　
宣
広

小
森
　
忠
久

小
宮
山
久
美

（
市
民
病
院
庶
務
係
長
兼
務
）

（
学
校
教
育
係
長
兼
務
）

庶
務
係
長

医
事
係
長（
心
得
）

診
療
情
報
管
理
係
長

健
康
管
理
科
保
健
師
長

地
域
連
携
科

　
看
護
師
長

内
科
部
長

産
婦
人
科

外
科
部
長

内
科
医
長

薬
局
長

臨
床
工
学
技
士
長

診
療
放
射
線
技
師
長

病
棟
科

　
看
護
師
長

　
副
看
護
師
長

外
来
科

　
看
護
師
長

手
術
室
・
内
視
鏡
室

　
看
護
師
長

助
産
師
長（
助
産
所
長
）

副
助
産
師
長（
副
助
産
所
長
）

副
診
療
所
長

庶
務
係
長

学
校
教
育
係
長

兼
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長

青
少
年
教
育
係
長

学
校
人
権
同
和
教
育
係
長

課
長
補
佐

文
化
財
係
長

課
長
補
佐

社
会
教
育
・
公
民
館
係
長

主
幹

課
長
補
佐

図
書
館
係
長

秘
書
課
長

  

井
出
　
政
之

患
者
支
援
部
長

（
看
護
部
長
兼
務
）

健
康
管
理
部
長

（
看
護
部
長
兼
務
）

診
療
部
長

  

川
瀨
　
泰
弘

診
療
技
術
部
長

  

中
沢
　
栄
一

医
療
事
務
部
長

  

柳
澤
　
嘉
和

診
療
情
報
管
理
部
長

（
医
療
事
務
部
長
兼
務
）

教
育
課
長

  

柳
澤
　
秀
夫

〈
議
会
事
務
局
〉（
公
平
委
員
会
事
務
局
兼
務
）

〈
監
査
委
員
事
務
局
〉

〈
農
業
委
員
会
事
務
局
〉

〈
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
〉

〈
土
地
開
発
公
社
〉

（
兼
）

生
涯
学
習
課
長

  

樋
沢
　
　
聡

課
長
補
佐

庶
務
係
長

（
議
会
事
務
局
庶
務
係
長
兼
務
）

（
担
い
手
支
援
係
長
兼
務
）

柳
橋
　
　
智

庶
務
係
長

事
務
局
次
長

（
総
務
係
長
兼
務
）

書
記
次
長

（
契
約
財
産
係
長
兼
務
）

事
務
局
次
長

事
務
局
次
長

  

林
　
　
昌
男

事
務
局
次
長

（
監
査
委
員
事
務
局
次
長
兼
務
）

書
記
長

（
総
務
課
長
兼
務
）

事
務
局
長

（
総
務
課
長
兼
務
）

事
務
局
長

（
農
林
課
長
兼
務
）

〈
上
田
地
域
広
域
連
合
〉

渋
谷
　
隆
志

岩
下
　
雄
司

介
護
障
害
審
査
課

課
長
補
佐
管
理
係
長

介
護
障
害
審
査
課

課
長
補
佐
管
理
係
長

企
画
課
長

  

柳
澤
　
　
亮

〈
身
体
教
育
医
学
研
究
所
〉

所
長

  

岡
田
　
真
平

〈
北
佐
久
郡
老
人
福
祉
施
設
組
合
〉

看
護
部
長

  

新
納
　
郁
子

助
産
所
と
う
み

総
務
課
長

  

瀬
下
　
澄
仁

総
務
部
長

  

山
田
　
正
仁

院
　
長

  

結
城
　
　
敬

市
民
生
活
部
長

  

小
林
　
秀
行

企
画
振
興
部
長

  

小
菅
　
武
志

健
康
福
祉
部
長

兼
福
祉
事
務
所
長

  

中
條
万
里
子

産
業
経
済
部
長

  

金
井
　
　
泉

都
市
整
備
部
長

  

土
屋
　
親
功

消
防
課
長

  

武
舎
　
徳
夫

企
画
振
興
課
長

  

中
村
　
昌
彦

市
民
課
長

  

坂
口
　
光
枝

子
育
て
支
援
課
長

  

岩
下
　
由
美

健
康
保
健
課
長

  

小
松
　
信
子

農
林
課
長

  

関
　
　
博
一

商
工
観
光
課
長

  

井
上
　
祐
一

建
設
課
長

  

富
山
　
直
彦

上
下
水
道
課
長

企
業
出
納
員

  

勝
山
　
　
修

会
計
管
理
者

兼
会
計
課
長

  

寺
田
　
嘉
彦

文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長

  

滝
澤
　
嘉
紀

地
域
づ
く
り
・

移
住
定
住
支
援
室
長

  

樋
沢
　
　
聡

事
務
長
（
勤
務
延
長
）

  

岩
下
　
正
浩

教
育
次
長

兼
教
育
部
長

兼
青
少
年
セ
ン
タ
ー
長

  

小
林
　
哲
三

議
会
事
務
局
長

  

横
関
　
政
史

監
査
委
員
事
務
局
長

（
議
会
事
務
局
長
兼
務
）

人
権
同
和
政
策
課
長

兼
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
長

  

赤
尾
　
秀
彦

福
祉
課
長

兼
福
祉
事
務
所
次
長

兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

  

深
井
　
芳
信

課
長
補
佐

総
務
係
長

課
長
補
佐

契
約
財
産
係
長

課
長
補
佐

財
政
係
長

防
災
係
長

情
報
推
進
係
長

課
長
補
佐

企
画
政
策
係
長

消
防
団
係
長

消
防
施
設
係
長

広
報
統
計
係
長

文
化
係
長

課
長
補
佐

ス
ポ
ー
ツ
係
長

（
兼
）地
域
づ
く
り
・

移
住
定
住
支
援
係
長

課
長
補
佐

住
民
税
係
長

資
産
税
係
長

収
税
管
理
係
長

主
幹
収
納
対
策

セ
ン
タ
ー
次
長

国
保
年
金
係
長

市
民
係
長

生
活
環
境
課
長

兼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
長

  

高
藤
　
博
幸

環
境
対
策
係
長

課
長
補
佐

ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
係
長

課
長
補
佐

生
活
安
全
係
長

参
事
税
務
課
長

兼
収
納
対
策
セ
ン
タ
ー
長

  

野
村
　
伸
弥

課
長
補
佐

人
権
同
和
政
策
係
長

男
女
共
同
参
画
係
長

主
幹

子
育
て
支
援
係
長

滋
野
保
育
園
長

田
中
保
育
園
長

祢
津
保
育
園
長

課
長
補
佐

和
保
育
園
長

北
御
牧
保
育
園
長

福
祉
推
進
係
長

課
長
補
佐

福
祉
援
護
係
長

高
齢
者
係
長

課
長
補
佐

地
域
包
括
支
援
係
長

課
長
補
佐

保
健
係
長

健
康
増
進
係
長

課
長
補
佐

農
政
係
長

担
い
手
支
援
係
長

耕
地
林
務
係
長

課
長
補
佐

商
工
労
政
係
長

課
長
補
佐

観
光
係
長

課
長
補
佐

住
宅
係
長

課
長
補
佐

管
理
係
長

都
市
計
画
係
長

課
長
補
佐

土
木
係
長

業
務
係
長

水
道
係
長

下
水
道
係
長

出
納
係
長

下
條
　
武
志

春
原
　
和
美

竹
内
　
美
衣

春
日
井
真
由
美

小
林
己
和
子

菊
地
美
和
子

安
原
　
武
志

荒
井
　
秀
夫

池
田
　
恵
子

小
林
　
裕
次

武
井
　
淳
一

土
屋
佐
知
子

重
田
　
雄
一

小
宮
山
真
二

金
井
　
清
明

清
水
　
　
悟

小
林
　
幸
司

所
　
　
健
一

武
田
　
英
俊

若
林
　
哲
也

武
井
　
英
朗

関
　
　
昌
徳

中
山
　
尉
織

別
府
　
　
裕

五
十
嵐
好
枝

み
ま
き
温
泉
診
療
所

診
療
所
長

（
整
形
外
科
） 

  

奥
泉
　
宏
康

派

　遣

　
情
報
化
の
推
進
や
、
庁
内
情
報
シ
ス
テ
ム
の
運

用
・
管
理
を
所
管
し
、
総
合
的
に
情
報
化
を
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
す
る
た
め
、
総
務
課
に
「
情
報
推
進
係
」 

を
新
設
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
課
の
「
人
権

同
和
教
育
係
」
を
「
学
校
人
権
同
和
教
育
係
」
に

名
称
変
更
し
ま
し
た
。

●
新
規
採
用
職
員（
令
和
2
年
4
月
1
日
付
14
名
）

平
林
翔
太
朗（
企
画
振
興
課
）／
花
岡
崚
哉（
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）／
大
日
向
玲
美（
市
民
課
）／

金
沢
拓
真（
子
育
て
支
援
課
）／
池
田
奈
緒（
子
育

て
支
援
課
）／
田
島
美
結（
子
育
て
支
援
課
）／
白

濱
千
尋（
福
祉
課
）／
手
島
佐
和
子（
福
祉
課
）／
片

組
織
の
変
更
等

職
員
の
新
規
採
用
及
び
退
職

桐
夏
実（
健
康
保
健
課
）／
柳
澤
紀
理
子（
健
康
保

健
課
）／
山
田
敬
昌（
建
設
課
）／
渡
辺
剛（
市
民
病

院
医
療
事
務
部
）／
依
田
健
太
郎（
市
民
病
院
診
療

技
術
部
）／
西
ま
ど
か（
市
民
病
院
看
護
部
）

●
退
職
者（
令
和
2
年
3
月
31
日
付
16
名
）

堀
内
和
子（
総
務
部
長
）／
塚
田
篤（
市
民
生
活
部

長
）／
吉
澤
健
二（
健
康
福
祉
部
長
）／
坂
井
美
嗣

（
税
務
課
長
兼
収
納
対
策
セ
ン
タ
ー
長
）／
翠
川
洋

子（
総
務
部
付
副
参
事
）／
堀
田
雄
二（
教
育
課
課

長
補
佐
）／
小
宮
山
直
樹（
生
涯
学
習
課
主
幹
）／

中
谷
節
子（
人
権
同
和
政
策
課
副
主
幹
）／
依
田
登

美
恵（
上
下
水
道
課
主
査
）／
宮
下
益
美（
教
育
課

主
査
）／
飯
島
さ
と
み（
教
育
課
主
査
）／
高
藤
悦

子（
市
民
病
院
看
護
師
）／
黒
柳
智
生（
総
務
課
課

長
補
佐
）／
小
山
佳
巳（
市
民
病
院
主
任
臨
床
検
査

技
師
）／
掛
川
隆
司（
建
設
課
主
事
）／
武
舎
和
博

（
市
民
病
院
事
務
長
・
再
任
用
任
期
満
了
）

※

カ
ッ
コ
内
は
退
職
時
の
職
名

　4月1日付けで、市職員の人事異動を行いました。本年度もよろしくお願いします。

６
次
産
業
化
推
進
室
長

  

山
邉
　
　
修

臨
床
検
査
技
師
長

管
理
栄
養
士
長

総
務
課
に
情
報
推
進
係
を
新
設

保
育
係
長

（
契
約
財
産
係
長
兼
務
）
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〈令和２年３月31日付で退職・転任された先生〉

（敬称略）

〈令和２年４月１日付で着任された先生〉

田中小学校 荻
おぎ

原
はら

　敏
とし

行
ゆき

　校長
 （定年退職） 

祢津小学校 塚
つか

田
だ

　直
なお

道
みち

　校長 
 （小諸市立美南ガ丘小学校校長へ）

東部中学校 坂
さか

戸
と

　晴
はる

俊
とし

　教頭 
 （長野市立若穂中学校教頭へ）

滋野小学校 関
せき

口
ぐち

　順
じゅんこ

子　教頭
 （長野市立篠ノ井東中学校教頭へ）

田中小学校 寺
てら

島
しま

　　努
つとむ

　校長
 （伊那市立東部中学校教頭から）

祢津小学校 篠
しの

﨑
ざき

　元
もと

嗣
し

　校長
 （大町市立大町北小学校教頭から）

東部中学校 中
なか

村
むら

　和
かず

彦
ひこ

　教頭
 （茅野市立永明中学校教頭から）

滋野小学校 仲
なか

沢
ざわ

いずみ　教頭
 （富士見町立富士見小学校教頭から）

市内小中学校の校長・教頭の人事異動紹介

田中小学校 滋野小学校 祢津小学校 和小学校 北御牧小学校 東部中学校 北御牧中学校

校 長 寺
てら

島
しま

　　努
つとむ

吉
よし

澤
ざわ

　　基
もとい

篠
しの

﨑
ざき

　元
もと

嗣
し

小
こばやし

林　政
まさ

徳
のり

浅
あさ

野
の

　真
ま

澄
すみ

牛
うし

越
こし

　秀
ひで

人
と

石
いし

神
がみ

　王
きみ

貴
たか

教 頭 水
みず

沢
さわ

　博
ひろ

昭
あき

仲
なか

沢
ざわ

いずみ 町
まち

田
だ

　達
たつ

彦
ひこ

木
き

次
つぎ

　美
み

穂
ほ

鶴
つる

田
た

　孝
こう

一
いち 中

なか

村
むら

　和
かず

彦
ひこ

北
きた

村
むら

　　 聡
さとし 長

は

谷
せ

　義
よし

博
ひろ

〈令和２年 市内小中学校 校長・教頭一覧〉

※東部中学校は教頭2人制です。

せ
ら
れ
る
と
、
反
抗
的
な
態
度
を
取
ら
な

い
ま
で
も
、
自
分
自
身
に
対
し
て
自
信
を

失
い
不
安
定
な
心
理
状
態
に
な
り
ま
す
。

当
然
や
る
気
も
起
き
ま
せ
ん
し
、「
何
て

う
る
さ
い
親
な
ん
だ
。」
と
い
っ
た
印
象

を
植
え
付
け
て
し
ま
い
ま
す
。「
片
付
け

手
伝
っ
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
な
。
一
緒
に

片
付
け
て
く
れ
る
？
」
と
い
っ
た
魔
法
の

言
葉
で
関
わ
り
ま
す
と
、
子
ど
も
さ
ん
の

心
は
動
か
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
更
に
、
片
付
け
が
終
わ
っ
た
ら
「
一
緒

に
片
付
け
て
く
れ
た
の
で
、
綺
麗
に
な
っ

た
ね
。
片
付
け
上
手
に
な
っ
た
よ
。」
温
か

な
言
葉
で
誉
め
て
あ
げ
る
こ
と
が
、
親
子

の
関
係
性
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
繋
が
り

ま
す
。
大
人
は
、
忍
耐
強
く
取
り
組
む
必

要
は
あ
り
ま
す
が
、
と
に
か
く
否
定
に
繋

が
る
言
葉
を
出
来
る
だ
け
使
わ
な
い
よ
う

に
努
力
す
る
こ
と
が
大
切
か
と
思
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
子
ど
も
さ
ん

に
と
っ
て
、
自
分
が
自
分
で
あ
っ
て
い
い

ん
だ
と
い
う
安
心
感
を
醸
成
す
る
た
め
に

は
、
家
庭
内
に
温
か
な
言
葉
が
飛
び
交
う

環
境
作
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
大

人
が
気
付
か
な
い
だ
け
で
、
ど
の
子
ど
も

さ
ん
も
誉
め
ら
れ
る
も
の
を
一
杯
持
っ
て

お
り
ま
す
。
魔
法
の
言
葉
を
増
や
し
な
が

ら
、
子
ど
も
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
豊
か

な
親
子
関
係
を
築
い
て
頂
け
た
ら
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　
ス
マ
ホ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｔ
Ｖ

ゲ
ー
ム
等
に
囲
ま
れ
た
今
、
子
ど
も
達
を

取
り
囲
む
育
ち
の
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
教
育
関
係
者
ば
か
り
で
な

く
多
く
の
方
々
が
不
安
を
募
ら
せ
て
い
る

か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
便
利
さ
に
流
さ
れ

る
の
で
は
な
く
、
親
子
が
「
ひ
と・も
の・

こ
と
」
を
通
し
て
、
も
う
一
度
正
面
か
ら

向
き
合
う
関
係
作
り
（
親
子
関
係
の
再
構

築
）
が
求
め
ら
れ
る
時
が
来
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　
精
神
科
医
で
あ
り
作
家
で
あ
る
岡お

か

田だ

尊た
か

司し

氏
が
書
か
れ
た
「
愛
着
障
害
～
子
ど
も

時
代
を
引
き
ず
る
人
々
～
」（
光
文
社
新

書
）
に
は
、
愛
着
と
は
安
心
感
を
支
え
る

土
台
で
あ
り
、
そ
こ
が
障
害
を
受
け
る
と

「
自
分
が
自
分
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に

確
信
を
持
ち
に
く
く
な
る
と
語
っ
て
お
り

ま
す
。

　
子
ど
も
さ
ん
に
と
っ
て
、
一
番
の
安
心

で
安
全
な
場
所
が
家
庭
で
あ
り
、
家
庭
こ

そ
「
自
分
が
自
分
で
あ
る
（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
）」
と
い
う
こ
と
が
実
感
で
き
る
場

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
忙
し
さ

の
中
で
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
が
ち
な
私
た
ち

の
生
活
で
す
が
、
大
人
で
あ
り
ま
す
の
で

少
し
心
を
開
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
さ
ん
は
、「
さ
っ
き
言
っ
た
で

し
ょ
う
。」「
早
く
や
り
な
さ
い
。」「
ま
た

散
ら
か
し
て
。」
と
い
っ
た
言
葉
を
浴
び

家
庭
教
育
ア
ラ
カ
ル
ト
～
子
育
て
あ
れ
こ
れ
～

東
御
市
教
育
長　

小
山
　
隆
文

1
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動
脈
硬
化
が
進
み
、
生
活
習
慣
病
が
発
症

し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
生
活
改
善
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
糖
尿
病
、
高
血
圧
予
防
の
た
め
に
、
健

診
の
必
要
性
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。
①
糖
尿
病
・
高
血
圧
は
血
管
が
ダ

メ
に
な
る
②
食
事
は
気
に
か
け
る
③
運
動

は
意
識
す
る
④
健
診
で
自
分
の
体
を
理
解

す
る
こ
と
に
気
を
つ
け
て
生
活
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　
次
回
は
「
食
事
」
に
つ
い
て
お
伝
え
し

ま
す
。

生
き
活
き 

長
生
き
健
康
と
う
み

梅
野
記
念
絵
画
館
の
新
館
長
を
紹
介
し
ま
す

5
地
区
別
健
康
課
題
学
習
会
に
つ
い
て

　
こ
の
４
月
か
ら
東
御
市
梅
野
記
念
絵
画

館
の
館
長
を
務
め
ま
す
大
竹
永
明
と
申
し

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
３
月
末
ま
で
松
本
市
役
所
に
勤
務
し
、

在
職
38
年
間
の
う
ち
半
分
は
教
育
委
員
会

で
美
術
館
や
博
物
館
の
学
芸
員
を
務
め
た

り
、
文
化
財
行
政
に
携
わっ
て
き
ま
し
た
。

　
初
代
館
長
の
故
梅
野
隆
氏
と
は
、
平
成

元
年
に
当
時
東
京
京
橋
に
あ
っ
た
美
術
研

究
藝
林
を
訪
ね
て
以
来
、
亡
く
な
ら
れ
る

ま
で
親
し
く
し
て
い
た
だ
き
、
美
術
に
つ

い
て
様
々
な
こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
不
遇
な
人
生
の
た
め
埋
も
れ
て
し
ま
っ

た
優
れ
た
作
家
を
、
生
涯
を
通
じ
て
再
評

価
し
続
け
た
故
梅
野
氏
の
仕
事
は
一
定
の

評
価
を
得
て
お
り
、
梅
野
記
念
絵
画
館
は

地
方
都
市
の
美
術
館
と
し
て
は
全
国
的
に

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
展
覧
会
や
講
座
等
を
通
じ
て
市
民
の
皆

さ
ん
に
絵
を
見
る
歓
び
を
感
じ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
そ
し
て
地
元
の
美
術
活
動
に

積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
で
、
地
域
の
美
術

館
と
し
て
親
し
ま
れ
る
存
在
に
な
れ
る
よ

う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ぜ
ひ
足
を
お

運
び
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
26
～
30
年
度
国
民
健
康

保
険
加
入
者
（
40
歳
～
74
歳
）
の
健
診
結

果
を
分
析
し
た
結
果
と
経
年
変
化
を
基
に
、

保
健
補
導
員
会
と
地
域
づ
く
り
の
会
の
共

催
で
健
康
課
題
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
令
和
元
年
度
は
、
身
体
教
育
医
学
研

究
所
岡
田
真
平
所
長
と
市
立
み
ま
き
温
泉

診
療
所
齋
藤
文
護
医
師
の
話
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。
ま
ず
、
市
全
体
の
特
徴
を
お
伝

え
し
ま
す
。

～
東
御
市
の
特
徴
～

①
急
性
心
筋
梗
塞
で
亡
く
な
る
人
の
割
合

が
多
い

②
健
診
で
血
糖
（
H
b
A
1
c
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
エ
ー
ワ
ン
シ
ー
）
要
注
意
の
人

が
多
い

～
5
年
間
の
変
化
～

①
血
糖
要
注
意
の
人
の
減
少
傾
向
が
続
い

て
い
る

②
特
定
健
診
受
診
率
や
他
血
液
検
査
項
目

（
中
性
脂
肪
な
ど
）
に
は
課
題
が
残
っ

て
い
る

　
平
成
26
年
度
以
降
の
H
b
A
1
c

（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
エ
ー
ワ
ン
シ
ー
）
の

変
化
は
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

H
b
A
1
c
5
・
6
％
以
上
の
場
合
は

健康保健課
保健係
☎64-8882
健康増進係
☎64-8883

齋
藤
文
護
医
師
の
お
話
　

健
診
結
果
か
ら
見
た

血
糖
注
意
者
の
割
合

HbA1c5.6以上
男性／割合（年齢調整なし）

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%

長野県全国
H26 H27 H28 H29 H30

東御市

女性／割合（年齢調整なし）

H26 H27 H28 H29 H30

大
おお

竹
たけ

　永
なが

明
あき

館長

新規収蔵品展　4月12日（日）～6月21日（日）

ナイトミュージアム

　このたび、当館のコレクションにご協力いただき
ました多くの皆様に感謝の意を表し、令和元年度
寄贈作品を中心としたコレクション展を開催いたし
ます。
　この展示は、当館が所蔵するコレクションの中
から、寄贈作品をまとまった形で紹介する初の機
会となります。ぜひご来館ください。横井弘三　信濃土産 小貫政之助　かに

　今年は満月の周期に合わせ、ナイトミュージアム
を開催予定！第一回は 5月7日（木）
　明神池に映る美しい満月は一見の価値あり！
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Vol.35
2020.4地域おこし協力隊が行く！

編集担当・地域おこし協力隊　杉田

＼　令和 2 年度も活動中！ 隊員の抱負 PART1　／

任期残り半年ですが、多くの人にワイ
ンを楽しんでもらえるように、ワインを
飲むだけのイベントではなく、ワインへ
興味を持っていただけるようなイベント
を計画しています。

東御は本当に住みやすく、食べ物も美
味しくて、良い所だと思います。最後
の1 年、東御市の良さを体感していた
だけるような体験プログラムの充実を
目標に頑張ります。

ワインは飲める人だけが楽しむもの、
ではありません！
芸術とワイン、子どもと一緒にブドウ
ジュース作り、スポーツとワイン？
などなど、楽しいイベントを企画し、
東御市をワインで盛り上げたいです！

協力隊最終年度！
総合型地域スポーツクラブの創設が
2021 年 2 月に予定。
今年度はイベント開催、広報活動を頑
張り、任期終了後の自分の居場所をしっ
かりと固めます！

地域おこし協力隊 2 年目。
湯の丸を利用した選手が安全・安心にト
レーニングできる環境作りと顧客誘客を継
続し、東京オリンピックの代表選手が複数
の金メダルを獲得。東御市全体への経済
波及効果がでるようにつなげていきたい。

今年は中心市街地のイベントを大盛り
上がりさせたいです！東御を代表する
ものを作り上げたいと思います！「挑
戦！」をキーワードに 2020 年過ごして
いきたいです。

発見！こんなところで活動しています

　2 月 23 日に開催された東御ワイ
ンフェスタ in 千代田。当時は新型コ
ロナウイルスによる影響で、開催前
はお客さんは来ないんじゃないかと
不安な様子でした。しかし、いざオー
プンすると開始 1 時間でテーブルは

満席に。私が販売していたおつまみチーズも 1 時間弱で売
り切れてしまうほどの人気ぶり！皆さん本当に楽しそうにワ
インを飲んでいるのが印象的でした。東御のワインブランド
が認知されつつあり、さらに興味を持ってもらえる人が増え
たイベントになりました。（text by 下岡）
　山本隊員は受付を担当。
下岡隊員が YouTube チャ
ンネル「信州とうみ観光
協会」で紹介しています。
ぜひ、見てくださいね。

山本 恵子（観光地域づくり支援）

下岡 稜児（中心市街地活性化支援）

隊員通信
和田 寛子（観光地域づくり支援）

大久保 真平
（観光地域づくり支援・ワイン & ビアミュージアム）

山本 恵子
（観光地域づくり支援・東御市観光情報ステーション）

和田 寛子
（観光地域づくり支援・ワイン & ビアミュージアム）

上薗 美千代
（スポーツ振興支援）

水間 源
（スポーツ振興支援・GMO アスリーツパーク湯の丸）

下岡 稜児
（中心市街地活性化支援）

　ワイン & ビアミュージアムでの仕事も 1 年が経過。鹿取み
ゆき先生との年 5 回のセミナー企画を通して、市内外・県
外のワイン関係者、近隣市町村の農業関係者・市役所の観
光課、デザイナーさんなど、色々な人と繋がることができま
した。最近では、千曲川ワインバレーのブランド化について
考える取り組み、「ブランドデザインワークス」の事業の一

環で制作したマップ編集のお
手伝いをさせていただきまし
た。自分でも把握し切れてい
なかったワイナリー & ヴィン
ヤードの数にびっくり…。今
後も更に増えそうな予感です。
　ワインを飲む場だけでなく、
仕事でも広がるご縁。視野も
交友関係も広がります。ワイ
ンはやっぱり奥が深い！！

千曲川ワインバレー東地区マップ
by（一社）日本ワインブドウ栽培協会

※（　　 ）活動業種と勤務場所

信州とうみ観光協会

ワインが繋ぐご縁
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第
３
回
巨
大
紙
相
撲
大
会
雷
電
東
御
場

所
が
２
月
16
日
、
中
央
公
民
館
で
市
内
外

か
ら
過
去
最
多
の
32
組
が
土
俵
入
り
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
長
野
県
元
気
づ
く
り
支
援
金
事

業
と
し
て
地
元
出
身
の
天
下
無
双
力
士
雷

電
為
右
衛
門
を
称
え
、
身
長
1
9
7
㎝

の
手
作
り
の
段
ボ
ー
ル
製
力
士
に
よ
る
取

地
域
づ
く
り
通
信

小
学
校
区
単
位
の

2020年
4月号

　

1
月
の
初
め
、
北
御
牧
小
の
子
ど
も
た

ち
が
元
気
に
登
校
す
る
、
北
御
牧
庁
舎
入

口
交
差
点
脇
に
、
一
枚
の
看
板
が
お
目
見

え
し
ま
し
た
。
縦
1
・
2
ｍ
、
横
2
・
4
ｍ
、

フ
ル
カ
ラ
ー
の
か
な
り
目
立
つ
看
板
で
す
。

　

作
っ
た
の
は
、
協
議
会
の
地
域
ビ
ジ
ョ

ン
推
進
部
会
＝
チ
ー
ム
一
〇
〇
〇
〇
の
瞳
。

御
牧
ふ
れ
あ
い
の
郷

　
　
　
　 
づ
く
り
協
議
会

い
つ
ま
で
もずっ

と
ぼ
く
ら
の
北
御
牧

　

祢
津
地
域
づ
く
り
の
会
で
は
、
小
中
学

校
の
学
習
や
、
祢
津
地
区
を
訪
れ
た
方
へ

の
案
内
に
活
用
す
る
た
め
に
、
祢
津
の
里

山
に
生
息
し
て
い
る
樹
木
や
草
花
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
て
、
祢
津
地
区

の
豊
か
な
自
然
を
地
域
内
外
の
方
に
お
伝

え
で
き
る
よ
う
、
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

や
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
畑
の
散
策
と
い
っ
た

事
業
と
絡
め
た
魅
力
発
信
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

祢
津
里
山樹

木
・
草
花
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

祢
津
地
域
づ
く
り
の
会

●
問
い
合
わ
せ
先

　

祢
津
地
域
づ
く
り
の
会

　

☎
6２

－

０
２
５
１

第
３
回 

巨
大
紙
相
撲
大
会 

雷
電
東
御
場
所（
千
秋
楽
）

し
げ
の
里
づ
く
り
の
会

り
組
み
で
、
優
勝
力
士
の
称
号
「
天
下
無

双
」
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

呼
び
出
し
が
し
こ
名
を
読
み
上
げ
る
な

ど
大
相
撲
さ
な
が
ら
の
雰
囲
気
で
、
参
加

者
は
板
で
で
き
た
土
俵
を
手
で
た
た
い
て

行
司
が
さ
ば
き
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

信
州
御
牧
太
鼓
保
存
会
「
御
牧
ど
ん
ど

こ
山
」
が
優
勝
、
北
御
牧
小
学
校
２
年
生

「
ね
ず
み
だ
る
ま
」
が
準
優
勝
と
な
り
ま

し
た
。

　

本
年
度
は
、
56
の
協
賛
者
の
皆
さ
ま
か

ら
参
加
賞
や
豪
華
な
景
品
を
ご
提
供
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

し
げ
の
里
づ
く
り
の
会

　

☎
71

－

７
５
８
１

地
域
ビ
ジ
ョ
ン
が
で
き
て
4
年
も
経
つ
の

に
、
何
も
具
体
的
な
手
を
打
て
な
い
ま
ま
、

人
口
が
減
り
続
け
て
い
る
北
御
牧
…
こ
の

状
況
を
何
と
か
し
た
い
一
心
で
、
言
葉
を

選
び
、
デ
ザ
イ
ン
を
練
り
、
1
年
以
上
か

け
て
作
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
行
動
提
起
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

背
景
の
美
し
い
風
景
と
や
さ
し
い
呼
び
か

け
で
、「
守
ら
な
き
ゃ
」「
つ
な
が
な
き
ゃ
」

と
い
う
気
持
ち
を
呼
び
起
こ
せ
た
ら
と
思

う
の
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

御
牧
ふ
れ
あ
い
の
郷
づ
く
り
協
議
会

　

☎
67

－
１
０
１
０

　

無
料
で
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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まるごと生活百科

国 民 年 金 アドバイス

4月の納税 （納期限 4月30日）

・固定資産税・都市計画税（1期）

固定資産税の賦課期日は
1月1日です

　固定資産税は、毎年１月１日（賦課期日）時点で土地、家屋、
償却資産を所有している方に課税される税金です。１月２日
以降に家屋の取り壊しや所有権の移転を行った場合でも、そ
の年の４月から始まる年度分の固定資産税は課税されます。

　今年の１月５日に市内に所有していた家屋を取り壊し
たのですが、納税通知書を確認したところ、この家屋に

ついても課税されていました。なぜでしょうか。

　お問い合わせの家屋については、１月１日（賦課期日）
時点で取り壊されていなかったため、今年度分について

は固定資産税が課税されます。家屋を取り壊した際には、手
続きが必要ですので、下記へご連絡ください。

　所有している土地を今年の３月に売却しました。今年
度の固定資産税の納税通知書は新しい所有者に送付して

ほしいのですが。

　地方税法上の納税義務者は、１月１日（賦課期日）時
点の所有者の方となりますので、新しい所有者の方に対

して納税通知書を送付することはできません。
　土地を売却した新しい所有者の方とお話し合いの上、納付
をお願いします。

Q

Q

A

A

事 例 1

事 例 2

　6カ月分・1年前納用の納付書は、4月上旬に郵送されます。
なお、今年度分から現金納付の 2年前納を希望する場合は、
本年 4 月末日までに年金事務所へお申し込みください。
　また、年度途中で新たに国民年金第 1号被保険者になっ
た方も、任意の月分から当年度末または翌年度末までの分を
現金（納付書）納付でまとめて前納することも可能です。（割
引あり）この場合、専用の納付書が必要となりますので、年
金事務所までお問い合わせください。

● 6カ月前納（令和 2年 4月～ 9月分）・1年前納・2年前
納は、令和 2年 4月30日まで
● 6カ月前納（令和 2年10月～令和 3年 3月分）は、令
和 2年11月 2日まで

　国民年金保険料を一定期間まとめて納付（前納）すると、
お得な割引があります。納付方法は、現金（納付書）納付の
ほかに、口座振替、クレジットカード納付があります。

●問い合わせ先
　小諸年金事務所　☎０267－22－1０82
　市民課　国保年金係　☎75－881０

現金による前納について

納付期限について

令和2 年度における国民年金保険料の前納額

納付方法 6カ月分 1年分 2年分
現金納付（月々） 99,240円 198,480円 397,800円

現金納付（前納）
【割引額】

98,430円
【810円】

194,960円
【3,520円】

383,210円
【14,590円】

口座振替（前納）
【割引額】

98,110円
【1,130円】

194,320円
【4,160円】

381,960円
【15,840円】

令和２年度の国民年金保険料は、

　　月額 １６，54０円（年額 １９8，480円）
　　（令和3年度の月額は、16,610円）

注１）	クレジットカード納付による割引額は、現金納付と同額です。	
注２） 口座振替・クレジットカード納付による令和２年４月分からの前納（２年

分、１年分、６カ月分）の新規申し込みは２月末で受付を終了しました。

●問い合わせ先　税務課　資産税係　☎64－ 5877

ワンポイントメモ税

〈広告欄〉
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　商品を注文する際には、目立つように表示されている価格
表示だけでなく、契約内容をよく確認しましょう。

●インターネット通販で、「初回300円、○日間解約保証」
と表示されたダイエットサプリメントを注文した。効果
を感じられなかったので、解約保証期間に解約を申し出
ると、「４カ月以上の定期購入が条件の契約となっている
ので、解約には４か月後に連絡が必要」と言われた。「○
日間解約保証のはずだ」と言うと、「その場合は通常価格
１万５千円の支払いが必要」との回答だった。そのような
規約はページのかなり下部にあり見ないとわからなかった。

◆目立つ価格表示だけではなく契約内容をよく確認し、定期
購入が条件になっていないか、定期購入の場合の継続期間
や支払うことになる総額等、契約内容をよく確認しましょ
う。

◆継続期間が定められていない場合でも、解約にあたっては
「次回発送日○日前までに申し出が必要」のように申請期
間に制限がある、通常価格を支払う必要がある等、条件が
定められるケースがみられます。解約・返品の可否や条件
をしっかり確認しましょう。

「解約保証」のはずが…
定期購入のトラブルに注意

消費生活ガイド

●問い合わせ先　東御市消費生活センター　☎ 75－241０
　　　　　　　　生活環境課　生活安全係　☎ 64－5896
　　　　　　　　消費者ホットライン　　　☎ 188

事　　　例

ご 芳 志
　ご寄附いただき、ありがとうございました。厚くお礼申し
上げます（令和 2 年 2 月に寄附をいただいたものです）。

〈一般寄附金〉
（台風第19号災害支援に対する寄附）
・上小母親連絡会　様（3万円）
（湯の丸高原高地トレーニング施設整備事業に対する寄附）
・湯の丸観光開発㈱　様（100万円）

〈企業版ふるさと寄附金〉
（東御市湯の丸高原魅力ジャンプ・アップ・プロジェクト）
・ハードロック工業㈱　様 （100万円）
・㈱ミクニ　様（200万円）
・上田信用金庫　様 （200万円）
・ヴェオリア・ジェネッツ㈱　様（100万円）
・㈱果香　様（50万円）

〈物品〉
・上田交通安全協会　様（自転車交通ルール漫画読本 

10冊）

　上記については、同意をいただいた事項のみ領収日順
に掲載しています。

●問い合わせ先
　台風第19号災害支援に対する寄附
　　総務課　財政係	 ☎ 64 － 5901
　湯の丸高原高地トレーニング施設整備事業に対する寄附
　および企業版ふるさと寄附金
　　文化・スポーツ振興課	 ☎ 75 － 1455
　物品
　　総務課　契約財産係	 ☎ 64 － 5805

市ホームページに新型コロナウイルス
感染症の情報を掲載しています

感染症予防対策に微酸性電解水
（次亜塩素酸水）を配布しています

　最新情報はトップページの新型コロナウイルス感染症情報から
確認できます。
　感染症対策のため、市が主催するイベントなどが中止・延期と
なる可能性があります。
　中止・延期となったものについては、市ホームページに順次掲
載していきます。

　微酸性電解水（次亜塩素酸水）は除菌効果があり、
市内に本社があるコトヒラ工業株式会社が製造する微
酸性電解水生成装置により生成されたもので、市民の
皆さまのお役に立てればとのご厚意により提供をいた
だいたものです。
　場所および時間は東御市役所本館正面出入口横	午
前８時半から午後５時15分（閉庁日を含む）。ペット
ボトル（500mL）などの空容器をご持参ください。
　詳しくは市ホームページをご覧ください。
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ートピックスー　地域の話題

滋野小学校6年2組
台風第19号災害支援の寄附金を贈呈

　3月 1日から 5日の間、これまで乗鞍高原で実
施されていた南極観測隊の冬季総合訓練が湯の丸高
原で実施されました。
　この訓練は南極における行動や安全理解、寒冷地
における緊急時対応の知識と基本技術の習得を目的
に実施され、フィールドワークではスノーシュー歩
行訓練やキャンプ設営の訓練が行われました。
　この訓練後、6月の夏訓練を経て隊員が決定され、
今年の 11月ごろ南極へ出発する予定です。

湯の丸高原で初
南極観測隊の冬季総合訓練実施

▼スノーシューによる歩行

▲訪れた代表児童と先生

橋を渡るようす

　台風第19号の影響により通行止めとなってい
た丸子東部インター線の田中橋が、3月 11日午
後 1時に開通しました。
　開通時間が迫ると、待ちわびた近隣の方々が集
まり、待ちきれない様子でした。通行止めが解除
されると笑顔で橋を渡り「通勤・通学が楽になる」
「迂回しなくてすむ」と嬉しそうに話していました。
　台風第19号で被害の大きかった場所も着々と
復旧・復興へ向かっています。

待ちに待った！
田中橋通行止め解除

1歳の誕生日おめでとう！
（4月生まれ）とうみっ子!!す す 育

く く て

　住所・お住まいの区・氏名（ふりがな）・生年月日・性別・
TEL・コメント50字程度を添えて、shiho-tomi@city.
tomi.nagano.jpへメールいただくか、現像した写真（う
らに氏名を記入）を企画振興課広報担当までお送りくだ
さい。締め切りは、4月8日（水）必着。※原則、毎月８日
が締め切りとなります。

（対象者 5月生まれの １
●

 歳）☆募集します！！☆栁
やなぎさわ

澤　春
はる

希
き

ちゃん（乙女平）
（H31.4.15生）

はーちゃん1歳のお誕生日おめで
とう！
みんなを幸せにしてくれるはーちゃ
んの笑顔が大好きだよ♥
元気に大きくなってね！

▲テント設営のようす

　３月 13日、滋野小学校６年２組の児童からの台風第19号災害
支援の寄付金贈呈式が行われました。児童を代表して中

なか
澤
ざわ
里
り
琥
く
さん、

中
なか
山
やま
莉
り
乃
の
さんが、クラスで集めた 44,531 円を市長に手渡しました。

　６年２組の児童は、台風第19号からの復興のために自分たちが
できることはないかと考え、みそクッキーを作って滋野ふれあい
フェスティバルや全校参観日等で販売し、寄付金を集めました。
　中澤さんは「被災された方がどれだけ大変かみんなで考えた。クッ
キーを焼くのは難しかったが、楽しみながらやった」、中山さんは「寄
付金を困っている人たちのために使ってほしい」と語っていました。
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ートピックスー　地域の話題
東御中央公園に
新しい遊具が完成

保護者の皆さまへのお願い

　3月 17 日に市内中学校、18 日に市内小学
校で卒業証書授与式が行われました。
　新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から
出席者は卒業生、保護者、先生のみに限られ、
式も来賓祝辞を省略するなどの短時間化が図ら
れました。
　また、全員がマスクを着用するなどの対策も
取られていました。
　卒業生は小学校255人、中学校289人でした。
　卒業生の皆さま、おめでとうございました。

新たな門出を祝う
小中学校卒業式

完成した遊具

▲お披露目式のようす

　遊び方や禁止事項を記した看板が設置してありますので、お子さ
まが遊ぶ際には看板を確認し、安全、安心に遊べるようご配慮をお
願いします。
　コロナウイルスやインフルエンザ等の感染症対策のため、必ず遊
ぶ前、遊んでる途中、遊んだ後には、手洗いやうがいなどを徹底し、
みんなが元気に遊べるようにご協力をお願いします。

　市は東御中央公園芝生広場の西側に新しい遊具を設置しま
した。
　この遊具は経年劣化のため撤去したアスレチックなどの遊
具に代わって設置したもので、東御市特産のぶどうをモチー
フとしたデザインの児童用複合遊具や幼児用複合遊具、ベン
チとして使用できる小型の遊具など、既存の遊具との回遊性
や保護者の見守りを考慮した配置、構成となっています。
　遊具の選定にあたっては市内の保育園児、小学生を対象に
実施したアンケートを参考としました。
　また、３月 16日にはお披露目式を行いました。
　遊具が使用開始になると、使えるようになるのを待ってい
た多くの子どもたちが、遊具で遊んでいる姿が見られました。

3
・
17
▼
宝
く
じ
特
設
売
場
開
設
団
体

表
彰
伝
達
式
（
雷
電
く
る
み

の
里
が
県
内
特
設
売
場
で
売

上
げ
額
第
1
位
）

3
・
24
▼
市
立
保
育
園
卒
園
式

3
・
16
▼	

ス
キ
ー
全
国
大
会
出
場
結
果

報
告
会

	

桑
原
太
陽
さ
ん
（
上
田
西
高

等
学
校
ス
キ
ー
部
）

で
き
ご
と
短
信

▲東部中学校卒業式

▼北御牧小学校卒業式
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I・J・U
楽しんで
　ます！！
　東御市へ来た方、戻って
きた方から、選んだ理由や
魅力を紹介します。

とうみ

ぐらし

い

じゅ

う
市 報

●本文中の問い合わせにつきましては、特別な記載がない限り平日の開庁時間（午前 8 時30分〜午後 5 時15分）とさせていただきます。
　なお、問い合わせ先の市外局番（0268）は省略しています。

市のデータ

市内交通事故統計 2月分
令和 2 年 2月29日現在

当月分 累　計
（注1）

前年比

件 　 数 6 件 14 件 − 4 名

傷 　 者 ９ 件 17 件 − ３ 名

死者（注2） ０ 名 ０ 名 ±０ 名

（注1）令和２年１月からの累計
（注2）事故発生後24時間以内の死者数

＝2月の火災・救急件数＝

火災 2件（ 3件）
救急 105件（205件）

※カッコ内は令和2年1月からの累計

とうみの気象記録
（観測地点：東御消防署）

こちら119（東御消防署）人の動き（ 3月１日現在）

令和 ２ 年 ２月 平成３1年 ２月

最高気温 1９.7℃（1３日） 14.6℃（０7日）

最低気温 − ９.7℃（０7日） − ８.８℃（０２日）

平均気温 ２.7℃　 1.7℃

降 水 量 11.5㎜ 5.5㎜

※平成27年11月分から新しい観測システムによる
データを掲載しています。

※カッコ内は前月対比
資料:住民基本台帳 東御消防署　☎62－ 0119

たき火を実施する際は消防署へ連絡し、 
必ず消火のできる準備をしましょう。

世帯数
 1２,1０３世帯（−1２）
総人口
 ３０,０００人（−4８）
男 14,８4０人（−３３）
女 15,16０人（−15）

転入 44人
転出 74人
出生 1９人
死亡 ３９人
その他 ２人増
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発
行

編 集 後 記
　35ページで紹介した新しい遊
具のお披露目式は雪が降る天候の
せいか子どもはだれ一人おらず…。
　後日暖かい日に訪れると大勢の
子どもたちの楽しそうな声が響い
ていました。
　誌面では載せられなかった、滑
り台で遊ぶかわいらしい写真を紹
介します。	 （市報担当　上野）

今
月
は
市
内
で
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
を
栽
培
し
て
い
る

鈴
木
輝
さ
ん
に
東
御
市
の
魅
力
を
聞
き
ま
し
た
。
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幼
少
期
に
イ
ン
カ
帝
国
や
ナ
ス
カ
の
地
上
絵
、
ア

マ
ゾ
ン
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
な
ど
不
思
議
が
い
っ
ぱ
い
の

ペ
ル
ー
で
育
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
旅
好
き
に
な
り
、

国
や
地
域
に
よ
っ
て
全
く
考
え
方
や
常
識
、
文
化
が

違
う
現
地
の
人
た
ち
と
触
れ
合
う
こ
と
に
楽
し
み
を

感
じ
な
が
ら
80
ヶ
国
以
上
を
放
浪
し
ま
し
た
。

　
登
山
も
好
き
で
国
内
外
の
山
に
登
っ
て
い
ま
し
た

が
、
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
登
頂
手
前
で
高
山
病
に
な
り

危
う
く
命
を
落
と
す
経
験
が
人
生
の
転
機
と
な
り
ま

し
た
。
商
社
で
船
舶
や
航
空
機
を
扱
っ
た
り
、
金
融

機
関
で
多
忙
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、
夢

は
死
ん
で
か
ら
は
実
現
で
き
な
い
と
痛
感
し
、
生
涯

追
求
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
大
好
き
な
ワ
イ
ン
を

造
る
道
を
模
索
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
東
御
市
は
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
栽
培
の
環
境
を
考
え
て
、

寒
暖
差
が
あ
り
年
間
降
雨
量
が
少
な
い
と
こ
ろ
を
探

し
て
い
る
な
か
で
偶
然
知
り
、
温
泉
や
ア
ル
プ
ス
の

「
ワ
イ
ン
」と「
サ
ッ
カ
ー
」と「
音
楽
」は

　
言
葉
の
壁
を
越
え
て

世
界
中
の
人
と
人
を
笑
顔
で
つ
な
ぐ

山
々
や
浅
間
山
、
八
ヶ
岳
や
富
士
山
ま
で
見
え
る
自

然
豊
か
な
東
御
市
の
素
晴
ら
し
さ
に
魅
了
さ
れ
て
移

住
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
昨
年
は
祢
津
の
喧
嘩
神
輿
で
神
輿
担
ぎ
や
、
烏
帽

子
岳
の
頂
上
ま
で
山
道
を
走
る
烏
帽
子
ス
カ
イ
ラ
ン

ニ
ン
グ
な
ど
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
り
、
地
元
の
方
々
に
も
親
切
に
し
て
い
た

だ
き
、
更
に
東
御
市
の
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。
い

つ
か
東
御
ワ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
も
実
現
さ
せ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
ワ
イ
ン
関
係
者
も
多
く

参
加
す
る「
テ
ロ
ワ
ー
ル
東
御
」（
参
加
者
募
集
中
！
）

と
い
う
フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー
ム
を
結
成
し
楽
し
く
活
動

し
て
お
り
ま
す
。
ぶ
ど
う
栽
培
は
昨
年
か
ら
祢
津
の

御
堂
地
区
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
も
4
月

い
っ
ぱ
い
苗
植
え
を
す
る
予
定
で
す
の
で
、
気
軽
に

遊
び
に
来
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　
ワ
イ
ン
が
で
き
る
の
は
ま
だ
ま
だ
先
で
す
が
、
ワ

イ
ン
、
サ
ッ
カ
ー
、
音
楽
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
、

「
身
近
な
人
を
笑
顔
に
す
る
」
ワ
イ
ン
を
お
届
け
で

き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
！
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次
号
は
、
市
内
で
羊
の
飼
育
と
野
菜
の
栽
培
を
し

て
い
る
佐
々
木
辰
徳
さ
ん
で
す
。

とうみの好きな所は？Q

鈴
すず
木
き
　輝
ひかる

さん
（西宮）
ペルー育ち
Ｉターン


